
　
　
　
　
　

   

【
６
月
末
現
在
】

●
人
口
計　

７
、１
５
６
人　
（　
　
　

 

13
）

　
　
　

男　

３
、３
８
９
人　
（　
　
　

 

１
）

　
　
　

女　

３
、７
６
７
人　
（　
　
　

 

12
）

●
世
帯
数　

３
、８
４
６
世
帯（　
　
　

 

１
）

　

松
本　

遥は
る

輝き

ち
ゃ
ん 

男（
剛
）朝
日
２

　

西
田　

尚な

桜お

ち
ゃ
ん 

女（
尚
将
）美
里
５

　

新
木　

ナ
ミ
さ
ん（
91
歳
）泉
２

　

井
関　

英
次
さ
ん（
87
歳
）美
里
４

　

葛
尾　

ミ
ツ
さ
ん（
88
歳
）朝
日
１

　

西
村　

喜
明
さ
ん（
69
歳
）字
屈
斜
路

▼
今
年
も
各
学
校
の
運
動
会
に
お
邪
魔

し
ま
し
た
。今
年
は
多
く
の
学
校
で
天

候
が
悪
く
、
雨
の
中
で
の
運
動
会
と
な

っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
で

も
子
ど
も
た
ち
は
本
当
に
元
気
で
、
熱

気
は
例
年
以
上
。ど
の
競
技
も
白
熱
。

　

特
に
、
子
ど
も
た
ち
の
真
剣
な
表
情

が
印
象
的
で
し
た
。（
鶴
田
）

▼
６
月
12
日
、
自
転
車
の
か
ご
の
巣
か

ら
雛
が
生
ま
れ
た
と
町
民
の
方
か
ら
連

絡
を
頂
き
ま
し
た
。自
転
車
は
し
ば
ら

く
使
っ
て
な
く
、
今
年
の
春
に
巣
が
で

き
て
い
た
そ
う
で
す
。巣
で
は
ひ
な
が

口
を
ぱ
く
ぱ
く
と

さ
せ
な
が
ら
親
を

待
つ
姿
が
あ
り
ま

し
た
。初
め
て
雛
を

見
た
の
で
す
が
、と

て
も
か
わ
い
ら
し

か
っ
た
で
す
。後
日
、
雛
た
ち
が
元
気
に

成
長
し
た
と
連
絡
を
頂
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。と
て
も
ほ
っ
こ
り
と
す
る
ニ

ュ
ー
ス
で
し
た
。（
松
田
）

人
の
う
ご
き

人
の
う
ご
き

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

編
集
後
記

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

❑
深　

谷　

ミ
ナ
セ　

様（
高
栄
２
）

　

▼
現
金　

20
万
円

　

 

亡
夫（
深
谷
親
子
）が
生
前
、
町
に
お

世
話
に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
・
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

❑ 

弟
子
屈
町
女
性
団
体
協
議
会

　
　

会
長　

𠮷　

田　

啓　

子　

様

　

▼
雑
巾　

３
５
０
枚

　

 

町
内
各
小
中
学
校
で
使
っ
て
ほ
し
い
。

❑
北
海
化
学
防
水
㈱

　
　

代
表
取
締
役　

栂
野　

卓
也　

様

　

▼
軽
ト
ラ
ッ
ク　

１
台

　

 

町
で
使
用
し
て
ほ
し
い
。

❑
辻
谷
建
設
㈱

　

代
表
取
締
役　

辻　

谷　

智　

之　

様

　

▼ 

各
小
中
学
校
ネ
ー
ム
入
り
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
コ
ー
ン　

30
本

　

 

町
内
各
小
中
学
校
で
使
っ
て
ほ
し
い
。

❑
葛　

尾　

弘　

子　

様（
朝
日
１
）

　

▼
現
金　

10
万
円

　

 

亡
母（
葛
尾
ミ
ツ
）が
生
前
、
町
に
お

世
話
に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
、
町
の

発
展
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

❑
ふ
る
さ
と
納
税　

３
４
４
件

　

▼
現
金
合
計  
８
１
１
万
９
千
８
０
６
円

自
ら
が
し
た
い
こ
と
を
企
画
・

自
ら
が
し
た
い
こ
と
を
企
画
・

実
行
す
る
風
土
に

実
行
す
る
風
土
に

協力隊通信
岡西 眞由美さん

地域おこし協力隊
facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshi/

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
岡
西
眞
由

美
で
す
。南
弟
子
屈
地
域
活
性
化
支

援
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

南
弟
子
屈
地
域
活
性
化
協
議
会
は

「
人
が
集
ま
り
集
う　

町
の
玄
関
口

　

南
弟
子
屈
」
を
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。拠
点
と
し

て
い
る
旧
昭
栄
小
学
校
で
は
「
人
が

集
ま
り
集
う
活
動
」が
徐
々
に
増
え
て

い
ま
す
。

　

南
弟
子
屈
自
治
会
婦
人
部
ク
リ
ス

マ
ス
会
の
席
で
、
お
料
理
上
手
な
方

へ
の「
お
料
理
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん

か
？
」の
ひ
と
言
か
ら「
料
理
教
室
」が

生
ま
れ
ま
し
た
。月
１
回
の「
料
理
教

室
」も
６
回
を
数
え
、
今
で
は
南
弟
子

屈
以
外
の
町
内
の
方
々
も
参
加
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
は

「
料
理
教
室
」
の
メ
ン
バ
ー
の
方
を
講

師
に
、「
ビ
ー
ズ
教
室
」「
エ
コ
ク
ラ
フ

ト
教
室
」が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
（
親
業
）
教

室
」の
講
師
が
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、

地
域
の
方
か
ら
「
教
え
て
く
だ
さ
い
」

と
お
願
い
し
て
「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
（
体
幹

を
鍛
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
教
室
」
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
が
用
意
す
る
メ
ニ
ュ
ー
に

参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方

が
自
ら
が
し
た
い
こ
と
を
企
画
・
実

行
す
る
風
土
が
で
き
て
き
ま
し
た
。

ま
さ
に
地
域
主
体
の
活
動
で
す
。

　

あ
る
地
域
の
方
の
言
葉
で
す
。

「
今
、
こ
ん
な
に
気
軽
に
来
ら
れ
る
場

所
が
あ
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
。こ

こ
が
な
か
っ
た
ら
、
仕
事
を
退
い
た

あ
と
、
ひ
き
こ
も
り
に
な
っ
て
い
た

か
も
。こ
の
場
所
、
こ
の
活
動
を
大
事

に
続
け
て
い
き
た
い
！
」

　

生
き
が
い
、
人
の
繋
が
り
、
支
え
合
い

の
大
切
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。

　

旧
昭
栄
小
学
校
は
今
、
南
弟
子
屈

協
議
会
員
を
は
じ
め
、
町
内
の
方
が

気
軽
に
集
ま
り
、
楽
し
く
学
べ
る
場

所
に
な
っ
て
い
ま
す
。料
理
・
フ
ラ
ダ

ン
ス
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
・
ビ
ー
ズ
・
エ
コ

ク
ラ
フ
ト･･･

ご
興
味
の
あ
る
方
、
参

加
し
て
み
た
い
な
〜
と
思
う
方
、
ど

ん
ど
ん
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　
「
第
３
回
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
（
親

業
）
教
室
」
を
、
９
月
28
日
か
ら
全
６

回
、
毎
週
土
曜
日
午
前
11
時
か
ら
開

催
予
定
で
す
。

　

子
ど
も
は
み
ん
な
の
宝
物
！
ア
メ

リ
カ
で
は
「
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
で

子
ど
も
も
親
も
ハ
ッ
ピ
ー
に
！
」
を

合
言
葉
に
、
す
べ
て
の
親
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の

知
識
が
あ
る
こ
と
で
、
子
育
て（
大
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
）
が
、

も
っ
と
も
っ
と
楽
し
く
な
る
こ
と
間

違
い
な
し
で
す
。

　

詳
細
は
、
後
日
、
弟
子
屈
町
Ｈ
Ｐ
・

町
公
式
ラ
イ
ン
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。町
民
の
方
な
ら
誰
で
も
受
講
で

き
ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

引
き
続
き
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

南
弟
子
屈
活
性
化
協
議
会
の
活
動
に
、

ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第 48 号
地域おこし協力隊
Instagram（インスタグラム）
#teshikagram

※ お誕生、お悔やみは、６/1～６/30に弟子屈町に届け出をされた方のうち、
掲載を希望された方のみ掲載しています。弟子屈町以外に届け出をされた
方で掲載を希望される方は、役場環境生活課町民係までご連絡ください。

日々の活動
発信中！

は

じ
め
ました

！

は

じ
め
ました

！

毎月１回発行
発行／弟子屈町
編集／まちづくり政策課
☎ 482-2913　fax482-2696　

〒 088-3292　弟子屈町中央２丁目３－１

８
August

ご存じですか？児童・特別児童扶養手当・
第 92 号町議会だより  ・・・・・・
「ふるさと納税」返礼品協力事業者募集・
町の話題クローズアップトピックス・
第48号協力隊通信・・・・・・・・

今月のクリップ

2019

No.780

　６月 18日に弟子屈小学校で行われ
た弟子屈小学校大運動会での１コマ。
　この日のために練習してきた華麗
なバトンリレーを見せてくれました。

今月の表紙

運
動
会
☆

体
育
祭
２
０
１
９

(

18
〜
19
ペ
ー
ジ
）

写
真

特
集

大きく口を開けるひなたち



3　広報てしかが 2019.8 広報てしかが 2019.8　2

　父母の離婚などにより、父または母と生計を同じくしていない児童を
養育している家庭（ひとり親家庭）の生活の安定と自立を助け、児童の福
祉の増進を図るために手当を支給する制度です。

１　 受給資格者の収入から給与所得控除などを
控除し、養育費の８割相当額を加算した所
得額と上記の額を比較して、全部支給、一部
支給、支給停止のいずれかに決定されます。

２　 所得税法に規定する老人控除対象配偶者、
老人扶養親族または特定扶養親族がある場
合は、上記の額に次の額を加算。

　⑴本人の場合
　　① 老人控除対象配偶者または老人扶養親族

１人につき10万円
　　②特定扶養親族１人につき15万円
　⑵ 孤児などの養育者、配偶者および扶養義務
者の場合は、老人扶養親族１人につき６万円

３　 扶養親族などが６人以上の場合には、１人
につき38万円（扶養親族などが２の場合に
はそれぞれ加算）を加算した額

　身体や精神に障がいのある20歳未満
の児童について、児童の福祉の増進を
図るための制度です。

　住所地の市町村で認定請求（関係書類を添付）の手続きをして、知事の認定を受けることにより支給されます。ただし、前年
の所得が一定額以上の場合は、その年度（８月～翌年７月まで）は、手当の全部または一部が支給停止されます。また、対象児
童が福祉施設に入所しているときなどは、手当が受けられない場合があります。
※障害基礎年金に限り、子の加給と児童扶養手当を選択できる場合があります。

特別児童扶養手当特別児童扶養手当

   問い合わせ先

扶養親族などの数

０人
１人
２人
３人
４人
５人

万円
　４９
　８７
１２５
１６３
２０１
２３９

万円
２３６
２７４
３１２
３５０
３８８
４２６

万円
１９２
２３０
２６８
３０６
３４４
３８２

孤児などの養育者、配
偶者、扶養義務者の所
得制限限度額

本　　　人
全部支給の
所得制限限度額

一部支給の
所得制限限度額

扶養親族
などの数

０人
１人
２人
３人
４人
５人

万円
４５９．６
４９７．６
５３５．６
５７３．６
６１１．６
６４９．６

万円
６２８．７
６５３．６
６７４．９
６９６．２
７１７．５
７３８．８

所　得　額

受給者 配偶者
および養育者

所得制限限度額は次のとおりとなります。（年によって変わる場合もあります）

受給資格受給資格者（手当を受ける資格のある方）（手当を受ける資格のある方）

手当を受ける手続き手当を受ける手続き

所得制限限度額所得制限限度額

児童扶養手当について／役場健康こども課こども支援係☎４８２‐２９３５（課直通）

特別児童扶養手当について／役場福祉課地域福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

児童扶養手当児童扶養手当

手当の金額（月額）手当の金額（月額）

▼児童１人の場合

　全額支給／42,500円・一部支給／42,490～10,030円

▼児童２人以上の加算額

　２人目　全額支給／10,040円・一部支給／10,030～5,020円

　３人目以降一人につき　全額支給／6,020円・一部支給／6,010～3,010円

▼１級該当児童１人につき52,200円

▼２級該当児童１人につき34,770円

　次の条件に当てはまる18歳到達後の最初の３月31日までの児童を扶養してい

る父（母）や、父（母）に代わってその児童を養育している方に支給されます。児童

が心身に中程度以上の障がいがある場合は、20歳未満まで手当が受けられます。

①父母が離婚した後、父（母）と生計を同じくしていない児童　②父（母）が死亡し

た児童　③父（母）が一定の障がいの状態にある児童　④父（母）の生死が明らかで

ない児童　⑤父（母）から引き続き１年以上遺棄されている児童　⑥父（母）が引き

続き１年以上拘禁されている児童　⑦母が婚姻によらないで生まれた児童　⑧

父（母）が裁判所からＤＶ保護命令を受けた児童

　身体や精神に障がい（１級・２級）のある児

童の父か母、または父母に代わって児童を

養育している方に手当が支給されます。

現況届を忘れずに現況届を忘れずに!!!!
　児童扶養手当を受けている方は８月１日㈭～30日㈮の間に現況届を、特別児
童扶養手当を受けている方は８月13日㈫～９月11日㈬の間に所得状況届を提出
し、支給要件の審査を受けます。現況届を提出しなければ、８月以降の手当は受
けられません。
※児童扶養手当受給者の方へ
　次に該当する方は、現況届のほかに「一部支給停止適用除外事由届」を提出してくださ
い。該当する方には郵便で個別に案内しています。提出がない場合は手当の一部、または全
部が停止される場合があります。
①支給開始月から５年を経過する予定の方
②支給要件に該当した日の属する月から数えて７年を経過する予定の方
③ 認定請求時に児童が３歳未満だった場合は、児童が３歳に達した日の属する月の翌月か
ら数えて５年を経過する予定の方
④既に①～③の期間を経過した方
※①～③は2018年８月から2019年７月に期間を経過する方が対象です。

低 所得者の方・子育て世帯へ商品券を販売
　消費税率が10％へ引き上げられることから、低所得者の方や子育て世帯の方の家計に与える影響を緩和し、地域の
消費を支えるため、対象者の方にプレミアム付商品券を販売します。

▼プレミアム額／１冊4,000円（利用可能額5,000円）の商品券を５冊まで購入できます。
　　　　　　　　最大２万円分購入した商品券に合計5,000円分のプレミアムが付与されます。

▼商品券購入引換期間／９月下旬から令和２年３月31日（予定）

▼商品券使用可能期間／10月１日から令和２年３月31日

▼プレミアム付商品券を購入できる方
　≪低所得者の方≫※申請が必要です
　令和元年度（平成31年度）住民税が非課税の方
　　（住民税が課税されている方に扶養されている方や生活保護受給者などは対象外です）
　１人につき、１冊4,000円（利用可能額5,000円）の商品券を５冊まで購入できます。
　≪子育て世帯の方≫※申請は不要です
　平成28年４月２日～令和元年９月30日までに生まれたお子さんがいる世帯の世帯主の方
　９月下旬に町から対象になる世帯主の方に購入引換券を送付します。
　対象になる子ども１人につき、１冊4,000円（利用可能額5,000円）の商品券を５冊まで購入できます。

プレミアム付商品券の詳しい情報は、町広報紙やチラシ、町のホームページなどで随時お知らせします。
商品券の使用できる店舗は現在選定中です。

プレミアム付商品券の対象となる方や世帯の方で、配偶者からの暴力を理由に避難しているなど、特別
な理由がある方、また、不明な点がある方は問い合わせください。

                      商品券について／役場福祉課地域福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）
　　　　　　    取扱店について／役場観光商工課商工振興係☎４８２‐２９４０（課直通）問い合わせ先

プレミアム付

公共施設使用料・水道使用料などの料金を改定

10月１日より消費税率が10％に

問い合わせ先／役場総務課総務係☎４８２‐２９１２（課直通）

　10月１日から消費税と地方消費税の税率が８％から10％へ引き上げられます。本町においても10月１日から、
各公共施設の使用料や水道使用料などに課せられている８％の消費税と地方消費税を10％に引き上げます。
　消費税と地方消費税の引き上げに伴い、料金が改定されるものは次のとおりです。
 施設などの使用料／屈斜路ウオータースポーツ交流公園・社会老人福祉センター・奥春別交流センター・屈斜
路研修センター・川湯農村センター・川湯ふるさと館・桜ヶ丘森林公園・町公民館・町営プール・屈斜路コタンア
イヌ民俗資料館・摩周観光文化センター・摩周運動公園・町営牧場
水道などの使用料／上水道・下水道・温泉
　 ▼  上水道、下水道、温泉使用料は経過措置があり、上下水道は、12月請
求分から、温泉使用料については11月請求分からの適用となります
ので、詳しくはそれぞれの請求書をご確認ください。

　※経過措置は、10月１日以降新規のご契約の方には適用となりません。
その他／ごみ袋の料金・産業廃棄物の処理料金・道路占用料

　　　　　　　　　それぞれの詳しい料金などは、
　　　　　　　　各担当課へお問い合わせください。
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◎ 

平
成
30
年
度

弟
子
屈
町
一

般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越

計
算
書
の
報

告
に
つ
い
て

（
報
告
第
５

号
）

　

平
成
30
年
度

に
予
算
計
上
さ

れ
た
事
業
が
年

度
内
に
執
行
で

き
ず
、
翌
年
度

に
繰
り
越
し
た

金
額
が
確
定
し

た
こ
と
に
よ
る

報
告
。

　

今
回
繰
越
し

た
事
業
は
、
道

営
土
地
改
良
事
業
の
草
地
畜
産
基
盤
整
備

事
業
と
公
共
牧
場
整
備
事
業
の
２
事
業
。

繰
越
額
の
合
計
は
１
千
７
５
０
万
円
で
、

財
源
の
内
訳
は
未
収
入
特
定
財
源
が
、
地

方
債
１
千
２
４
０
万
円
、
受
益
者
分
担
金

の
５
０
０
万
円
で
、
残
り
が
一
般
財
源
の

10
万
円
。

◆わたしたちの町議会てしかが

◎ 

町
税
条
例
及
び

町
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る

条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い

て（報
告
第
４
号
）

　

地
方
税
法
な
ど

の
一
部
改
正
に
伴

い
町
税
条
例
に
お

け
る
条
項
を
整
備

す
る
と
共
に
、
本

年
度
か
ら
適
用
さ

れ
る
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
に

つ
い
て
、
３
段
階
で
改
正
す
る
も
の
で
第

１
条
改
正
で
は
、
平
成
29
年
度
分
の
軽
課

を
削
除
、第
２
条
改
正
で
は
、重
課
の
規
定

を
整
備
し
平
成
32
年
度
分
お
よ
び
平
成
33

年
度
分
の
軽
課
を
新
設
。第
３
条
改
正
で

は
、
平
成
34
年
度
分
お
よ
び
平
成
35
年
度

分
の
軽
課
の
対
象
を
電
気
軽
自
動
車
な
ど

に
限
っ
た
上
で
新
設
さ
れ
る
も
の
。そ
の

ほ
か
、
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
導

入
に
伴
い
減
免
、
非
課
税
お
よ
び
課
税
免

除
の
取
り
扱
い
を
改
正
す
る
も
の
。

審
議
の
あ
ら
ま
し

専
決
処
分
事
項
の
報
告

専
決
処
分
事
項
の
報
告

補　

正　

予　

算

補　

正　

予　

算

第92号

町議会だより

第２回定例会第２回定例会
　６月６日招集の第２回定例会は７日までの２日間の会期で行われた。町からの提出議案とし
て、専決処分など報告２件、条例の一部改正など単行議案が９件、令和元年度一般会計補正予算
の合計12件を審議し、それぞれ承認、可決した。一般質問については、３人から６問が行われ、町
への提案を含む活発な議論が行われた。

専決処分（せんけつしょぶん）の報告
専決処分とは、本来、議会の議決を経なければな
らない事柄について、市町村長が議会に代わって
意思決定を行うことをいう。ただし、専決処分し
た場合は次の議会で報告し、議会の承認を求めな
ければならない。　　　　　地方自治法第179条

繰越明許費（くりこしめいきょひ）
　地方公共団体の予算は会計年度独立の原則により、毎年度の歳出
（支出）はその年度の歳入（収入）をもって充て、これを翌年度に繰り
越して使うことができない。しかし、特別の事情によって年度内に
事業が完了することができない場合、例外として、翌年度に繰り越
して経費の支出ができることとしている。　　地方自治法第213号

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
の
補
正
予
算
が

提
案
さ
れ
、即
時
、予
算
特
別
委
員
会
へ
付

託
。委
員
会
で
の
審
査
の
結
果
、原
案
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ
、
本
会
議
に
報

告
の
後
、可
決
さ
れ
た
。

※
補
正
予
算
の
額
は
下
の
表
の
と
お
り
。

◎ 

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）議
案
第

42
号

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ

７
千
４
５
７
万
４
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
７
９
億
９
５
７
万
４
千
円
と
し
た
。主

な
も
の
で
は
、
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
改
修

業
務
６
９
４
万
３
千
円
、
中
心
市
街
地
再

構
築
事
業
１
千
６
５
０
万
円
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
関
連
予
算
６
９
６
万
１
千

円
、
川
湯
温
水
プ
ー
ル
の
循
環
ろ
過
系
統

設
備
改
修
３
１
３
万
２
千
円
お
よ
び
地
方

債
の
補
正
、
４
月
人
事
異
動
に
伴
う
人
件

費
の
調
整
分
な
ど
を
計
上
。

●発行／北海道弟子屈町議会
●編集／弟子屈町議会広報編集特別委員会
　　委 員 長　三上 務
　　副委員長　武山 秀樹
　　委　　員　德永 則行　岩﨑 義人
　　　☎４８２‐２６９５
　　　メール gikai@town.teshikaga.hokkaido.jp

条
例
の
制
定
な
ど

条
例
の
制
定
な
ど

◎ 

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て（
議
案
第
36
号
）

　

平
成
28
年
11
月

「
社
会
保
障
の
安
定

財
源
の
確
保
等
を
図

る
税
制
の
抜
本
的
な

改
革
を
行
う
た
め
の

消
費
税
法
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」が
公
布
。さ
ら
に
昨
年
10
月
の
臨

時
閣
議
に
お
い
て
令
和
元
年
10
月
１
日
か

ら
消
費
税
率
を
10
％
に
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。こ
れ
に
よ
り
、公
共
施
設
な
ど
の

使
用
料
の
改
正
消
費
税
分
の
引
き
上
げ
お

よ
び
消
費
税
率
が
規
定
さ
れ
て
い
る
条
例

の
条
項
の
整
備
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
制
定
。
消
費
税
率
１
０
０
分
の

１
０
８
を
、１
０
０
分
の
１
１
０
に
改
正
。

◎ 

弟
子
屈
町
営
牧
場
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
40
号
）

　

町
営
牧
場
の
加
算
使
用
料
の
徴
収
範
囲

を
人
工
授
精
対
象
牛
か
ら
牛
全
頭
に
広

げ
、併
せ
て
、名
称
を
捕
獲
加
算
使
用
料
に

改
め
、ま
た
、令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
の

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
使
用
料

を
改
正
す
る
も
の
。

◎ 

弟
子
屈
町
企
業
振
興
促
進
条
例
の
一
部

◎ 

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
議
案
第
33
号
）

◎ 

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て（
議
案
第
34
号
）

◎ 

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て（
議
案
第
35
号
）

　

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
ほ
か
２
組
合
に
加
入
し
て
い
た

「
池
北
三
町
行
政
事
務
組
合
」、「
日
高
地
区

交
通
災
害
共
済
組
合
」、「
十
勝
環
境
複
合

事
務
組
合
」
お
よ
び
「
北
空
知
葬
祭
組
合
」

が
解
散
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

組
合
か
ら
の
脱
退
に
伴
い
規
約
の
変
更
が

生
じ
た
こ
と
に
よ
る
。

◎ 

弟
子
屈
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村

計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

（
議
案
第
37
号
）

　

平
成
32
年
度（
令
和
２
年
度
）ま
で
の
当

該
計
画
に
新
規
事
業
を
一
部
追
加
す
る
た

め
の
計
画
変
更
。今
回
の
変
更
は
火
葬
場

設
備
更
新
事
業
で
、
こ
れ
ら
を
計
画
に
登

載
す
る
こ
と
で
事
業
の
財
源
と
し
て
過
疎

対
策
事
業
債
を

借
り
入
れ
す
る

こ
と
が
で
き
、元

利
償
還
金
の
７

割
が
交
付
税
に

算
入
さ
れ
る
。

規
約
の
変
更
な
ど

規
約
の
変
更
な
ど

繰
越
明
許
費
の
報
告

繰
越
明
許
費
の
報
告

　　　　　　区　分
 会　計　名 補正前 補正額 補正後

一　般　会　計 78億3,500万円 7,457万4,000円 79億957万4,000円

令和元年度弟子屈町各会計補正予算

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
41
号
）

　

企
業
の
新
設
と
そ
の
支
援
を
更
に
充
実

さ
せ
る
た
め
、
町
民
や
町
内
企
業
が

５
０
０
万
円
以
上
の
事
業
場
を
新
設
す
る

場
合
に
２
年
間
固
定
資
産
税
相
当
分
を
助

成
す
る
こ
と
や
、
新
設
の
助
成
要
件
か
ら

雇
用
者
数
の
要
件
を
削
除
す
る
な
ど
の
制

度
改
正
を
す
る
も
の
。
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令
和
元
年 

第
２
回
定
例
議
会
総
括
質
疑

弟
子
屈
町
の
国
立
公
園
内
の
外

来
林
の
面
積
は
。

町
内
の
民
有
林
の
１
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
う
ち
、
カ
ラ
マ
ツ
の
面

積
は
、３
千
４
５
０
㌶
と
な
っ
て
い
る
。

問答 国
立
公
園
内
の
外
来
種
に

つ
い
て

道
の
駅
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

際
、
駐
車
場
へ
の
来
場
者
の
誘
導

は
考
え
て
い
る
か
。

現
状
で
は
第
３
駐
車
場
へ
の
誘
導

が
必
要

と
考
え
、
誘
導

員
や
看
板
な
ど

の
設
置
、
駐
車

場
の
拡
張
に
つ

い
て
、
開
発
と

の
協
議
も
含
め

て
検
討
し
て
い

く
。 問 道

の
駅
の
駐
車
場
に
つ
い
て

答
◆わたしたちの町議会てしかが

一
般
会
計
予
算

利用者に安全に利用してもらうために

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

　

所
管
事
務
調
査
報
告

　

所
管
事
務
調
査
報
告

◎ 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
次
に
よ
り

所
管
事
務
を
調
査
し
た
の
で
、
会
議
規
則

の
規
定
に
よ
り
報
告
す
る
。

▼
調
査
事
項

　

⑴ 

弟
子
屈
高
等
学
校
振
興
の
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
に
つ
い
て

　

⑵ 

倖
和
園
の
施
設
管
理
の
状
況
に
つ
い

て

▼ 
調
査
日
・
場
所
／
４
月
17
日
㈬　

議
員

控
室
お
よ
び
老
人
ホ
ー
ム
倖
和
園

▼
目
的
／
所
管
事
務
を
調
査
す
る
た
め

▼ 

方
法
／
資
料
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
お

よ
び
現
地
調
査

▼
結
果

　

⑴
の
弟
子
屈
高
等
学
校
振
興
の
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
に
つ
い
て
は
、
平

成
30
年
12
月
13
日
か
ら
平
成
31
年
１
月
18

日
に
か
け
て
町
内
の
生
徒
、
学
生
、
ま
た
、

そ
の
保
護
者
な
ど
３
０
１
人
に
対
し
実
施

し
た
「
弟
子
屈
高
校
振
興
の
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
結
果
概
要
と
今
年
度
か
ら
実

施
す
る「
弟
子
屈
高
校
公
設
塾
開
設
事
業
」

の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
目
的
の
一
つ
目

は
、
弟
子
屈
高
校
振
興
の
た
め
の
意
向
調

査
、ニ
ー
ズ
の
調
査
、二
つ
目
に
は
弟
子
屈

高
校
の
取
り
組
み
の
認
知
向
上
、
三
つ
目

に
は
公
設
塾
開
設
に
向
け
た
事
前
通
知
、

意
向
調
査
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、

弟
子
屈
高
校
を
魅
力
あ
る
学
校
、
選
ば
れ

る
学
校
と
す
る
た
め
に
何
を
し
て
い
く
べ

き
か
、
一
つ
の
判
断
材
料
と
し
て
活
用
で

き
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
実
施
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
①
中
学
生

や
保
護
者
の
約
40
％
が
大
学
進
学
を
視
野

に
入
れ
て
い
る
が
、
弟
子
屈
高
校
は
大
学

進
学
に
有
利
で
な
い
と
判
断
さ
れ
て
い

る
。②
部
活
動
や
競
争
力
、人
間
関
係
や
環

境
に
刺
激
を
求
め
て
町
外
高
校
に
進
学
す

る
者
が
多
い
。③
高
校
に
対
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
、取
り
組
み
の
認
知
度
が
低
い
。

④
公
設
塾
開
設
へ
の
期
待
度
が
高
い
。⑤

自
然
豊
か
な
環
境
が
魅
力
で
あ
る
と
認
識

さ
れ
て
い
る
が
、明
る
い
・
活
気
が
あ
る
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
。⑥
地
元
高
校

の
存
続
を
願
う
者
が
多
い
。等
々
を
伺
い

い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。特
に
、「
町
へ
望

む
弟
子
屈
高
校
へ
の
支
援
策
」と
し
て
、費

用
負
担
へ
の
補
助
を
望
む
声
が
多
く
、
高

校
生
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
小
中
学

生
に
対
し
て
も
公
平
な
補
助
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
学
校
給
食
の
提
供
」に
関
し
て

は
、
本
件
に
し
ぼ
っ
て
更
な
る
調
査
、
調

整
、
検
討
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
も

の
で
あ
る
。

　

公
設
塾
に
つ
い
て
は
、
町
外
に
出
な
く

て
も
無
料
で
学
力
向
上
を
目
指
す
こ
と
が

で
き
、
生
徒
・
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図

り
、
弟
子
屈
高
校
を
選
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
に
と
の
今
年
度
か
ら
の
事
業
で
あ

り
、ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い
。

　

以
上
の
説
明
を
受
け
、
当
委
員
会
と
し

て
は
、「
公
設
塾
の
役
割
と
高
校
の
役
割

を
、
高
校
で
の
修
業
課
程
を
含
め
明
確
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

ま
た
費
用
負
担
へ
の
補
助
の
問
題
に
つ
い

て
、「
し
っ
か
り
と
し
た
目
的
、手
段
、方
向

性
を
も
っ
て
行
う
べ
き
」更
に
、「
生
徒
・
学

生
の
考
え
方
の
方
向
性
や
特
性
に
着
目
し

て
魅
力
向
上
に
努
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
見
据
え
て
Ｐ
Ｒ
を
含
め
た
当
町
で
出
来

得
る
方
策
を
一
つ
で
も
手
掛
け
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。」と
の
意
見
を
申
し
述

べ
た
。

　

⑵
の
倖
和
園
の
施
設
管
理
の
状
況
に
つ

い
て
の
現
地
調
査
で
は
、
ホ
ー
ル
明
か
り

取
り
や
会
議
室
の
雨
漏
り
、
床
材
ク
ッ
シ

ョ
ン
フ
ロ
ア
の
ゆ
が
み
、
内
壁
ビ
ニ
ー
ル

ク
ロ
ス
の
ひ
き
つ
れ
な
ど
を
確
認
し
、
保

証
期
間
内
の
業
者
に
よ
る
無
償
修
理
を
依

頼
済
で
あ
る
こ
と
や
、
洗
濯
室
付
近
の
床

下
の
通
気
が
悪
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
不
良
個
所
に

つ
い
て
の
把
握
に
努
め
て
い
る
と
感
じ

た
。今
後
も
こ
ま
め
な
点
検
と
適
切
な
維

持
管
理
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

◎ 

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
38
号
）

　

地
域
住
民
セ
ン
タ
ー
へ
用
途
を
変
更
し

た
、み
は
ら
し
台
会
館
に
つ
い
て
、他
の
自

治
会
館
と
同
様
に
指
定
管
理
者
と
し
て
施

設
の
管
理
運
営
を
行
え
る
よ
う
地
方
自
治

法
第
２
４
４
条
の
２
第
６
項
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
議
決

を
経
る
も
の
。

◎ 

指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ

い
て

（
議
案
第
39
号
）

　

地
域
住
民
セ

ン
タ
ー
へ
用
途

を
変
更
し
た
、
す

ず
ら
ん
丘
会
館

に
つ
い
て
、
他
の

自
治
会
館
と
同

様
に
指
定
管
理

者
と
し
て
施
設

の
管
理
運
営
を

行
え
る
よ
う
地

方
自
治
法
第

２
４
４
条
の
２

第
６
項
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
の

議
決
を
経
る
も

の
。 指

定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
の
指
定

現
在
不
登
校
と
な
っ
て
い
る
現
状
、

お
よ
び
そ
の
対
策
機
能
に
つ
い
て
。

本
町
で
も
不
登
校
は
数
名
お
り
、

そ
の
対
応
と
し
て
、
各
学
級
担
任

な
ど
と
家
庭
、
ま
た
本
人
と
必
ず
状
況
を

把
握
し
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
方
策

を
面
談
を
き
っ
か
け
と
し
て
行
っ
て
い

る
。し
か
し
、学
校
の
力
だ
け
で
は
解
決
が

難
し
い
の
で
、
道
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
町
の
心
の
相
談
員
制
度
の
活
動
を

通
し
て
改
善
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

問答 不
登
校
の
問
題
に
つ
い
て

町
の
公
式
広
報
番
組
で
あ
る

ム
ー
ブ
弟
子
屈
の
ね
ら
い
と
こ

れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

自
分
の
町
を
自
慢
し
誇
れ
る
よ

う
な
町
に
と
い
う
こ
と
が
第
一

で
あ
る
。ま
ず
は
町
民
に
魅
力
の
あ
る
町

だ
と
い
う
こ
と
を
広
く
配
信
し
て
い
き
た

い
。今
後
は
、政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
職
員
が
頑

張
っ
て
い
る
姿
な
ど
も
取
り
組
め
れ
ば
よ

い
と
思
っ
て
い
る
。

ム
ー
ブ
弟
子
屈
に
つ
い
て

答 問

免
許
の
返
還
を
高
齢
者
に
促
し

て
い
く
時
期
に
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス

を
含
め
、
交
通
弱
者
や
買
い
物
弱
者
に
対

す
る
地
域
公
共
交
通
の
取
り
組
み
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

昨
年
40
人
弱
の
方
々
が
免
許
を

実
際
に
返
納
し
て
い
る
が
、
そ
の

後
ど
う
や
っ
て
地
域
の
中
で
公
共
交
通
を

使
っ
て
返
納
前
と
同
じ
よ
う
に
で
き
る
の

か
を
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

タ
ク
シ
ー
助
成
も
視
野
に
入
れ
て
、
も
う

一
度
今
年
練
り
直
し
て
、
地
域
を
回
っ
て

み
て
意
見
を
聞
き
な
が
ら
い
い
形
の
公
共

交
通
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問答 交
通
弱
者
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て

町
内
で
事
故
も
多
く
、
一
番
危
険

な
交
差
点
と
言
わ
れ
て
い
る
、
す

ず
ら
ん
交
差
点
に
つ
い
て
、
改
良
な
ど
の

要
望
、運
動
を
し
て
い
る
の
か
。

当
該
交
差
点
は
、
痛
ま
し
い
事
故

が
続
い
た
り
し
て
、
大
変
危
険
な

交
差
点
に
な
っ
て
お
り
、
道
路
診
断
や
地

域
ぐ
る
み
で
活
動
し
て
き
た
経
過
が
あ

り
、改
め
て
改
良
に
向
け
働
き
か
け
た
い
。

問 危
険
交
差
点
に
つ
い
て

答

昨
年
町
バ
ス
を
１
台
と
し
、
老
人

会
、
自
治
会
な
ど
の
各
種
行
事
で

具
体
的
に
不
便
を
か
け
て
い
る
事
例
が
あ

る
か
、ま
た
、原
課
と
し
て
対
処
を
し
て
い

る
も
の
が
あ
る
か
。

昨
年
度
、
自
治
会
連
合
会
や
老
人

会
の
ほ
う
か
ら
も
改
善
要
望
が
あ

り
、
庁
内
関
係
各
課
で
検
討
会
を
進
め
て

き
て
お
り
、
行
事
が
重
複
し
生
涯
学
習
バ

ス
が
使
え
な
い
と
い
う
際
に
バ
ス
の
運
行

費
補
助
と
い
う
こ
と
で
、
上
限
10
万
円
の

支
援
で
対
応
し
て
い
る
。

町
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

答 問
売
却
さ
れ
た
ホ
テ
ル
に
係
る
税
や

使
用
料
な
ど
の
町
で
持
っ
て
い
る

債
権
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
る
の
か
。

昨
年
大
型
ホ
テ
ル
の
経
営
陣
が
移

り
変
わ
っ
た
際
に
は
新
し
い
経
営

陣
と
の
協
議
の
中
で
納
税
計
画
な
ど
を
提

示
し
て
も
ら
い
進
め
て
お
り
、
使
用
料
に

つ
い
て
も
税
務
課
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
対

応
し
て
い
る
。

問 売
却
ホ
テ
ル
の
債
権
に
つ
い
て

答
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◆わたしたちの町議会てしかが

桜
ケ
丘
森
林
公
園
の
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
コ
ー
ス
の
整
備
目
的
は
。

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
や
町
民
の

健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
整
備
し

た
も
の
で
あ
る
。合
宿
に
つ
い
て
は
、大
学

陸
上
部
一
カ
所
と
実
業
団
一
社
に
つ
い
て

既
に
連
絡
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

桜
ケ
丘
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
コ
ー
ス
に
つ
い
て

答 問

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
派
遣
さ
れ

て
い
る
職
員
の
仕
組
み
、
ル
ー
ル

に
つ
い
て
。

以
前
か
ら
給
食
セ
ン
タ
ー
に
は
北

海
道
の
職
員
が
栄
養
士
と
し
て
勤

務
し
て
お
り
、中
学
校
に
所
属
し
、人
件
費

も
道
費
負
担
で
あ
る
。現
在
、学
校
栄
養
教

諭
と
い
う
制
度
と
な
っ
て
い
る
が
本
人
の

希
望
に
基
づ
く
人
事
異
動
な
ど
も
教
員
と

同
じ
で
あ
る
。

問答 派
遣
職
員
の
仕
組
み
に
つ
い
て

当
町
の
小
中
学
校
に
い
じ
め
は
あ

る
の
か
、ま
た
、対
策
室
は
設
置
さ

れ
て
い
る
の
か
。

年
２
回
以
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

か
ら
、
昨
年
度
に
お
い
て
も
い
じ
め

は
あ
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。た
だ
し
、ア
ン

ケ
ー
ト
項
目
が
「
い
じ
め
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
」
か
ら
「
嫌
な
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ

る
」
と
変
更
さ
れ
、
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異

な
っ
て
き
て
い
る
。対
策
に
つ
い
て
は
、各
学

校
に
い
じ
め
防
止
に
関
す
る
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
定
期
的
に
ま
た
は
い
じ

め
の
兆
候
が
あ
っ
た
場
合
に
体
制
を
組
ん
で

対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

答 問

水
郷
公
園
の
排
水
工
事
や
道
の
駅

駐
車
場
の
花
壇
の
整
備
に
つ
い
て

直
営
で
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
材
料
費
な

ど
は
ど
の
く
ら
い
か
。ま
た
、職
員
が
創
意

工
夫
の
う
え
、
お
金
を
か
け
ず
に
行
っ
た

こ
と
を
評
価
し
、
表
彰
な
ど
に
反
映
で
き

な
い
の
か
。

な
る
べ
く
お
金
を
か
け
な
い
よ

う
、
不
用
品
な
ど
を
利
用
し
な
が

ら
行
い
、排
水
に
つ
い
て
は
、材
料
と
機
械

費
用
で
約
６
万
２
千
円
。花
壇
に
つ
い
て

は
ア
ン
カ
ー
打
ち
込
み
や
機
械
を
含
め
約

２
万
６
千
円
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、評
価

に
つ
い
て
は
来
年
１
月
か
ら
、
人
事
評
価

制
度
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
に
当
た

り
、ト
ー
タ
ル
で
判
断
し
て
い
き
た
い
。

問 担
当
課
直
営
工
事
に
つ
い
て

答
弟
子
屈
町
は
将
来
に
お
い
て
人
口

減
少
を
原
因
と
す
る
小
中
学
校

の
統
廃
合
が
予
想
さ
れ
る
。現
在
ま
で
、地

域
・
保
護
者
と
の
合
意
形
成
の
議
論
は
な

さ
れ
て
い
な
い
が
、
現
状
に
お
い
て
統
合

が
急
が
れ
る
の
は
「
中
学
校
生
徒
の
支
援

教
育
」と
考
え
る
。へ
き
地
校
の
支
援
教
育

は
少
数
教
育
に
よ
る
生
徒
・
保
護
者
が
孤

独
感
を
感

じ
る
こ
と

に
よ
り
、

支
援
教
育

の
妨
げ
に

な
っ
て
い

る
と
考
え

る
。
生
徒

保
護
者
・

教
育
支
援

員
の
連
携

問

拡
大
を
踏
ま
え
「
中
学
校
統
合
に
よ
る
支

援
教
育
」の
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
答
弁

現
行
の
制
度
で
は
特
別
支
援
教

育
だ
け
を
統
合
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況

で
す
。し
か
し
な
が
ら
、
小
規
模
校
ゆ
え

に
、
同
じ
境
遇
の
保
護
者
が
少
な
い
こ
と

か
ら
考
え
ら
れ
る
不
安
や
孤
独
感
の
解
消

に
も
配
慮
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

大
規
模
校
と
小
規
模
校
と
の
交
流
学
習

の
拡
大
や
保
護
者
交
流
の
創
出
、
担
当
教

諭
の
連
携
拡
大
な
ど
で
き
る
こ
と
か
ら
進

め
る
。ま
た
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る

生
徒
お
よ
び
保
護
者
に
進
学
を
含
め
た
進

路
希
望
を
丁
寧
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ

り
、
義
務
教
育
修
了
後
の
進
路
に
不
安
を

感
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
取
り
進
め
る
。

答

問　

 

中
学
校
統
合
に
よ
る
支
援
教
育
に
つ
い
て

 

答　

 

現
行
の
制
度
で
は
特
別
支
援
教
育
だ
け
の
統
合
は
難
し
い

一
般
質
問

武
山　

秀
樹　

議
員

一
般
質
問

全
国
的
に
若
い
世
代
だ
け
で
な
く

中
高
年
世
代
の「
ひ
き
こ
も
り
」が

大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。弟
子
屈
町

に
お
い
て
も
親
の
介
護
の
終
結
か
ら
の
社

会
復
帰
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、
ひ
き
こ

も
り
に
陥
る
様
々
な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ

る
。町
内
に
お
け
る
ひ
き
こ
も
り
の
現
状

と
実
態
・
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

副
町
長
答
弁

ひ
き
こ
も
り

対
策
は
、
非
常
に
困

難
を
き
わ
め
る
業
務

と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
本
町
に
お
い

て
も
増
加
す
る
可
能

性
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
北
海
道
が

実
施
す
る
支
援
従
事

者
養
成
研
修
へ
の
職

員
参
加
な
ど
、
し
っ

か
り
し
た
相
談
体
制

の
確
立
を
目
指
す
と

と
も
に
相
談
業
務
を

継
続
し
て
い
き
た

い
。ま
た
関
係
機
関
・

部
署
と
の
連
携
を
強

化
し
、
担
当
窓
口
の

問

周
知
や
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
の
情
報
を
広

報
紙
等
で
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

早
期
発
見
・
早
期
支
援
に
つ
な
げ
る
。

　

対
応
が
難
し
い
案
件
に
つ
い
て
は
、
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
情
報
交
換
や

協
力
連
携
を
図
り
、
北
海
道
や
関
係
機
関

の
協
力
の
も
と
、
該
当
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト

に
努
め
る
。

答 問　

ひ
き
こ
も
り
の
実
態
と
対
策
に
つ
い
て

 

答　

非
常
に
困
難
を
き
わ
め
る
こ
と
を
認
識
、相
談
体
制
の
確
立
を
目
指
す

令和元年度

北海道町村議会議員
研修会

　

令
和
元
年
度
北
海
道
町
村
議
会
議

員
研
修
会
が
６
月
25
日
、
札
幌
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
道
内
の
町
村

議

会

議

員
、
事
務

局
職
員
約

千
８
０
０

人
が
参
加

し
て
開
催

さ
れ
ま
し

た
。

　

政
治
評

論
家
の
有

馬
晴
海
氏

は
、「
ど
う

な
る
？
今
後
の
日
本
政
治
」、
中
央
大

学
名
誉
教
授
の
佐
々
木
信
夫
氏
は
、

「
地
方
は
変
わ
れ
る
か
〜
議
会
は
ど
う

変
わ
れ
る
か
、
自
治
体
を
ど
う
変
え
る

か
〜
」に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
、

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

前
日
の
６
月
24
日
に
は
、
石
狩
市
の

ホ
ク
レ
ン
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
工
場
を
視

察
し
、
玄
米
の
荷
受
け
か
ら
精
選
、
精

米
か
ら
出
荷
ま
で
の
工
程
を
詳
し
く

丁
寧
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
徹
底
し

た
品
質
管
理
と
衛
生
管
理
、
そ
し
て
生

産
管
理
の
も
と
に
消
費
者
の
食
卓
に

届
い
て
い
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

有馬晴海氏の講演
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◆わたしたちの町議会てしかが

本
年
８
月
３
日
に
第
31
回
星
空

の
街
・
あ
お
ぞ
ら
の
街
全
国
大
会

in
弟
子
屈
町
が
開
催
さ
れ
る
。こ
れ
ま
で

開
催
さ
れ
た
各
地
域
で
は
星
空
を
活
か
し

た
特
色
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
や
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
き
た
が
、
本
町
で
の
こ
の
大
会

の
捉
え
方
、
ま
た
受
入
れ
態
勢
は
大
丈
夫

か
。大
会
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、恵
ま
れ
た

自
然
環
境
な
ど
を
活
か
し
、
改
め
て
今
後

の
観
光
や
地
域
振
興
の
は
ず
み
と
な
る
よ

う
、そ
し

て
環
境

教
育
に

も
活
か

せ
る
よ

う
取
り

組
ん
で

い
た
だ

き
た
い

と
思
う

が
い
か

が
か
。

問

町
長
答
弁

平
成
29
年
度
に
ツ
ー
リ
ズ
ム
て

し
か
が
の
星
空
観
賞
ツ
ア
ー「
摩
周
湖
星

紀
行
」の
実
績
を
基
に
全
国
大
会
招
致
に

向
け
て
環
境
省
お
よ
び
北
海
道
と
協
議
を

重
ね
、
当
年
12
月
に
は
大
会
事
務
局
よ
り

弟
子
屈
町
で
の
開
催
決
定
と
な
っ
た
。

　

当
時
の
武
部
環
境
大
臣
政
務
官
を
囲
み

「
弟
子
屈
な
ら
で
は
の
星
空
の
楽
し
み
方
」

や
「
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
自
然
の
素

晴
ら
し
さ
に
触
れ
る
機
会
が
必
要
」
な
ど

町
民
か
ら
も
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

大
会
実
行
委
員
会
で
は「
弟
子
屈
町

の
星
と
空
」の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
や
大
会

テ
ー
マ
最
優
秀
作
品
表
彰
式
を
行
い
、
郵

便
局
で
は
大
会
開
催
記
念
の
切
手
シ
ー
ト

の
発
行
も
予
定
し
て
い
る
。大
会
当
日
は
、

大
樹
町
で
民
間
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
に
関

わ
っ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
金
井
竜
一
朗
氏
の

講
演
が
あ
り
、多
く
の
児
童
・
生
徒
の
参
加

を
呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
。

答

小
川　

義
雄　

議
員

一
般
質
問

問　

 

第
31
回「
星
空
の
街
・
あ
お
ぞ
ら
の
街
」全
国
大
会
に
つ
い
て

 

答　

 

星
空
の
楽
し
み
を
見
直
す

アイヌ民俗資料館の利用促進を

三
上　
　

務　

議
員

一
般
質
問

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
法
の
第
３
条
第

２
項
は
、「
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
民
族

と
し
て
誇
り
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
自
発

的
意
思
の
尊
重
に
配
慮
し
つ
つ
行
う
」と
、

法
律
で
初
め
て
ア
イ
ヌ
民
族
を「
先
住
民

族
」と
位
置
づ
け
た
。国
の「
新
交
付
金
」を

活
用
し
て
、コ
タ
ン
地
域
の
振
興
と
し
て
、

共
同
浴
場
と
生
活
館
を
併
用
し
た
多
機
能

型
交
流
施
設
の
整
備
。ア
イ
ヌ
民
俗
資
料

館
改
修
と
し
て
、暖
房
設
備
の
完
備
、ト
イ

レ
を
２
階
か
ら
１
階
に
下
げ
る
こ
と
や
、

物
販
コ
ー
ナ
ー
と
事
務
室
整
備
、
通
路
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、駐
車
場
整
備
、古
い
看

板
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。民
俗
資

料
館
の
運
営
を
４
月
１
日
か
ら
11
月
30
日

ま
で
延
長
す
る
考
え
方
、
お
よ
び
専
任
の

学
芸
員
を
配
置
し
て
は
ど
う
か
。現
時
点

で
、
ア
イ
ヌ
民
俗
資
料
館
と
更
科
源
藏
資

料
館
に
対
す
る
国
か
ら
の
財
政
措
置
を
伺

う
。

町
長
答
弁

国
の
交
付
金
要
綱
が
示
さ
れ
た
時

点
で
、各
予
定
事
業
の
洗
い
出
し
を
行
い
、

申
請
し
、計
画
が
認
定
を
受
け
て
、事
業
を

進
め
る
。ア
イ
ヌ
民
俗
資
料
館
と
更
科
源

藏
資
料
館
に
は「
社
会
教
育
費
」と
い
う
細

問

目
の
中
で
、
社
会
教
育
や
文
化
財
保
護
な

ど
の
経
費
は
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ

れ
て
い
る
が
、
資
料
館
と
い
う
名
目
で
の

積
算
は
な
い
。

教
育
長
答
弁

ア
イ
ヌ
民
俗
資
料
館
の
開
館
期

間
を
４
月
か
ら
11
月
ま
で
延
長
す
る
な

ど
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
検
討
を
進
め
て

い
く
。

答

問　

ア
イ
ヌ
新
法
成
立
に
よ
る
各
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

答　

ア
イ
ヌ
民
俗
資
料
館
の
開
館
期
間
を
延
長
す
る

問　

認
知
症
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

答　

モ
デ
ル
地
区
を
指
定
し
調
査
す
る

２
０
２
５
年
に
は
、
高
齢
者
の
５

人
に
対
し
１
人
が
認
知
症
に
な

る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。国
立
長
寿
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
の
発
表
で
は
、
友
人
と
交

流
し
地
域
の
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
、
社

会
的
な
つ
な
が
り
が
多
い
高
齢
者
は
認
知

症
の
発
症
リ
ス
ク
が
46
％
低
下
す
る
と
述

べ
て
い
る
。「
早
期
対
応
・
早
期
診
断
」で
介

問

護
、
医
療
給
付
費
の
抑
制
が
可
能
に
な
る

が
、４
月
１
日
現
在
、70
歳
以
上
で
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
男
女
別
独
居
世
帯
数
と

夫
婦
世
帯
数
の
状
況
を
伺
う
。

　

今
後
の
取
り
組
み
強
化
と
し
て
、
介
護

認
定
を
受
け
て
い
な
い
70
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
し
た
独
居
世
帯
や
夫
婦
世
帯
に
対

し
て
の
直
接
訪
問
調
査
を
実
行
す
べ
き
と

思
う
が
見
解
を
伺
う
。

副
町
長
答
弁

70
歳
以
上
で
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
の
世
帯
状
況
は
、
今
年
４
月

時
点
で
、
独
居
世
帯
は
男
性
42
人
、
女
性

１
５
８
人
で
あ
る
。夫
婦
世
帯
は
男
性
58

人
、女
性
54
人
で
あ
る
。

　

70
歳
以
上
の
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
世
帯
へ
の
訪
問
調
査
の
方
法
と
し
て
、

各
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
る
健
康
推
進

員
や
民
生
委
員
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

「
モ
デ
ル
地
区
」を
設
定
し
て
取
り
組
み
を

進
め
る
。

答

現在のてしかがの蔵

最
近
、
地
方
の
郷
土
館
な
ど
で
収

蔵
に
限
界
が
き
て
収
蔵
品
や
資
料

を
手
放
す
自
治
体
が
散
見
さ
れ
る
。現
在

「
て
し
か
が
の
蔵
」に
は
約
４
千
点
の
郷
土

資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
現
況
で
は

町
民
の
目
に
は
骨
董
品
の
倉
庫
と
し
か
映

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。ま
ず
現
在
収
蔵

さ
れ
て
い
る
資
料
な
ど
を
あ
る
基
準
を
設

問

け
整
理
・
体
系
づ
け「
何
を
収
集
し
、何
を

残
し
て
い
く
か
」
の
表
裏
一
体
の
作
業
が

必
要
で
は
な
い
か
。地
域
の
博
物
館
や
郷

土
館
は
地
域
の
情
報
発
信
基
地
の
役
割
を

持
つ
。今
後
の
持
続
可
能
な
郷
土
資
料
館

の
運
営
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
長
答
弁

町
内
数
か
所
に
分
散
保
管
さ
れ

て
い
た
約
４
千
点
の
郷
土
資
料
を
、
平
成

19
年
４
月
に
旧
弟
子
屈
営
林
署
庁
舎
に
移

し
、「
弟
子
屈
町
郷
土
資
料
収
蔵
庫
て
し
か

が
の
蔵
事
務
所
」と
し
て
設
置
し
た
。庁
舎

は
昭
和
39
年
建
築
の
木
造
で
老
朽
化
が
著

し
く
旧
耐
震
基
準
の
設
計
で
も
あ
り
、
地

域
の
博
物
館
と
し
て
の
機
能
を
併
せ
持

つ
施
設
へ
の
移
転
を
検
討
し
て
い
る
。旧

耐
震
基
準
の
設
計
の
た
め
、
公
共
施
設
管

理
計
画
を
基
に
、
関
連
施
設
と
の
調
整
を

図
り
な
が
ら
、
収
蔵
資
料
の
保
管
ス
ペ
ー

ス
を
備
え
た
地
域
の
博
物
館
機
能
を
併
せ

持
つ
施
設
へ
の
移
転
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

ま
た「
て
し
か
が
の
蔵
」の
収
蔵
品
に
つ

い
て
は
今
ま
で
手
放
す
こ
と
は
な
く
、
今

後
は
そ
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
テ
ー

マ
を
決
め
公
民
館
な
ど
で
特
別
展
の
開
催

を
検
討
し
た
い
。

答

問　

郷
土
資
料
収
蔵
庫「
て
し
か
が
の
蔵
」に
つ
い
て

 

答　

文
化
的
な
価
値
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
利
活
用
に
つ
い
て
検
討

答

屈斜路地区で行われた星空観察会
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◆わたしたちの町議会てしかが◆わたしたちの町議会てしかが

議長会関係

　５月17日　 　　釧路町村議会議長会５月定例会
　５月27～29日　全国町村議会議長・副議長研修会（東京都）
　５月31～６月１日　道東４地区管内町村議会議長会連絡協議会ほか（札幌市）

委員会関係

　４月４日　　　議会広報編集特別委員会
　４月15日　　　議会広報編集特別委員会
　４月17日　　　文教厚生常任委員会
　５月22日　　　議会運営委員会

一部事務組合関係

　３月22日　　　 平成31年第１回釧路公立大学事務組合議会定例会
　５月29日　　　 令和元年第１回川上郡衛生処理組合議会臨時会
　　　　　　　　令和元年第１回釧路北部消防事務組合議会臨時会

その他

　３月９日　　　釧路外環状道路及び釧路中標津道路上別保道路開通記念式（釧路町）
　　　　　　　　伊東良孝・桐木茂雄合同新春交礼会
　３月14日　　　弟子屈町スポーツ表彰授賞式
　３月15日　　　鈴木直道知事候補予定者を迎えて2019統一地方選挙総決起大会（釧路市）
　３月19日　　　弟子屈町教育関係者合同送別会
　３月23日　　　弟子屈町地域おこし協力隊活動報告会
　３月24日　　　摩周丘幼稚園閉園式
　３月27日　　　川湯保育園卒園式
　３月28日　　　おひさま保育園卒園式並びに閉園式
　　　　　　　　JR釧網本線維持活性化沿線協議会（釧路市）
　３月29日　　　北海道議会議員候補桐木茂雄氏出陣式・当選祝い（釧路町）
　３月30日　　　第５回ふまねっと交流会
　４月１日　　　辞令交付
　　　　　　　　認定こども園「ましゅう」入園式
　４月２日　　　川湯保育園入園式
　４月３日　　　摩周湖農業協同組合第19回通常総会
　４月８日　　　認定こども園「ましゅう」開園式
　４月９日　　　弟子屈町教育関係者合同歓迎会
　４月19日　　　平成31年度摩周湖安全祈願祭
　４月24日　　　弟子屈町役場管理職会歓迎会及び懇親会
　５月７日　　　2019年原水爆禁止国民平和大行進訪問対応
　　　　　　　　第２回屈斜路湖オープンウオータースイミング大会実行委員会
　５月９日　　　てしかがえこまち推進協議会令和元年度定期総会
　５月13日　　　令和元年度弟子屈町商工会通常総会
　５月20日　　　陳情訪問対応
　５月21日　　　令和元年度北海道横断自動車道釧路・根室間建設促進期成会総会（釧路市）
　５月22日　　　幼保連携型認定こども園ましゅう運営委員会
　５月29日　　　南弟子屈地域活性化協議会定期総会
　６月２日　　　アイヌ伝承儀式「パリモモ（うぐい）祭り」
　６月５日　　　香港総商会来町歓迎夕食会
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令和元年

第１回臨時会
（５月30日）

　

第
１
回
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
、
専

決
処
分
事
項
の
報
告
２
件
と
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
、
ま
た
、
令
和
元
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
５

件
を
原
案
ど
お
り
承
認
、
可
決
し
、
閉
会

し
た
。

専
決
処
分
事
項
の
報
告

専
決
処
分
事
項
の
報
告

条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
一
部
改
正

◎ 

弟
子
屈
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　

 

（
議
案
第
28
号
）

◎ 

弟
子
屈
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
29
号
）

◎ 

平
成
30
年
度
弟
子
屈
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

（
報
告
第
２
号
：
専
決
第
２
号
）

◎ 

平
成
30
年
度
弟
子
屈
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

（
報
告
第
３
号
：
専
決
第
１
号
）

補　

正　

予　

算

補　

正　

予　

算

◎ 

令
和
元
年
度
弟
子
屈
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に

つ
い
て（
議
案
第
31
号
）

◎ 

令
和
元
年
度
弟
子
屈
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い

て　
（
議
案
第
32
号
）

町政・議会はあなたのために…

傍聴手続きは議場入り口の受付簿に

氏名を記載するだけです

～お気軽にお越しください～

次回の『令和元年第３回弟子屈町議会定例会』は、９月上旬開催の予定です

◎ 
除
雪
ド
ー
ザ
１
台

　

▼
取
得
方
法
／
指
名
競
争
入
札

　

▼
金
額
／
１
千
６
７
９
万
７
千
円

　

▼ 

納
入
業
者
／
コ
マ
ツ
道
東
㈱
釧
路

支
店

　

▼
納
期
／
令
和
２
年
１
月
20
日

財

産

の

取

得

財

産

の

取

得

弟子屈町

はじめました！

友だち募集中！

LINE アプリの「友だち追加」から、
IDまたはQRコードで検索してください。

♥

＠teshikaga

議
会
の
動
き（
３
月
５
日
〜
６
月
６
日
）
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「
年
１
回
受
け
ま
し
ょ
う
」と
言
わ
れ
る

健
康
診
断
。今
回
は
、健
診
で
何
が
わ
か
る

の
？
病
院
で
受
診
し
て
い
た
ら
健
診
は
受

け
な
く
て
も
い
い
の
で
は
？
と
い
う
疑
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

◆
健
診
で
何
が
わ
か
る
の
か
？

【
特
定
健
診
】

　

内
臓
周
囲
に
脂
肪
が
た
ま
っ
た
状
態

（
内
臓
脂
肪
型
肥
満
）に
加
え
、高
血
圧
・
高

血
糖
・
脂
質
異
常
の
う
ち
２
つ
以
上
が
該

当
す
る
と
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
を
発
症

す
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。太
っ
て
い

な
く
て
も
血
圧
高
め
の
方
は
血
管
が
破
れ

や
す
く
な
っ
た
り
、高
血
糖
・
脂
質
異
常
の

あ
る
方
は
血
管
が
詰
ま
り
や
す
く
な
る
の

で
、
生
活
に
気
を
つ
け
な
が
ら
経
過
を
見

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。目
に
見
え
な

い
身
体
の
中
の
変
化
を
知
る
た
め
に
は
、

定
期
的
な
健
診
が
重
要
で
す
。

【
眼
底
検
査
・
心
電
図
検
査
】

　

特
定
健
診
の
結
果
に
応
じ
て
、
ま
た
は

オ
プ
シ
ョ
ン（
全
額
自
己
負
担
）と
し
て
受

診
で
き
ま
す
。目
の
奥
の
毛
細
血
管
を
調

べ
る
こ
と
で
動
脈
硬
化
の
進
み
具
合
が
、

心
電
図
か
ら
は
心
筋
梗
塞
や
不
整
脈
な
ど

の
有
無
や
場
所
が
わ
か
る
た
め
、
生
活
習

慣
病
の
リ
ス
ク
や
進
行
度
合
い
を
知
る
目

安
に
な
り
ま
す
。

【
各
種
が
ん
検
診
】

　

ポ
リ
ー
プ
や
出
血
な
ど
、
が
ん
ま
た
は

ほ
か
の
病
気
の
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

が
ん
が
見
つ
か
る
の
が
怖
い
と
言
う
方
も

い
ま
す
が
、
早
く
見
つ
か
る
ほ
ど
早
く
治

受
け
た
く
な
る
！
健
診
の
ヒ
ミ
ツ

受
け
た
く
な
る
！
健
診
の
ヒ
ミ
ツ

療
で
き
、
元
の
生
活
に
近
い
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
な
る
可
能
性
も
高
く
な
り
ま

す
。

◆ 

病
院
で
受
診
し
て
い
た
ら
健
診
は
受
け

な
く
て
も
い
い
？

　
「
病
院
で
検
査
を
し
て
い
る
か
ら
」健
診

は
受
け
な
い
と
い
う
方
が
結
構
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。し
か
し
検
査
内
容
を
よ
く
見

て
み
る
と
、
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
項
目

が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、
病
院
の
一
般
的
な
血
液
検
査
で
は
が

ん
な
ど
の
疾
患
の
発
見
は
難
し
い
、
ま
た

は
遅
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
で

す
。全
身
の
状
態
を
知
る
た
め
に
は
、や
は

り
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
を
年
１
回
受
け

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

総
合
健
診
で
受
け
ら
れ
る
項
目
に
つ
い

て
は
今
月
号
に
折
り
込
ま
れ
て
い
る
チ
ラ

シ
を
、
個
別
健
診
や
婦
人
科
検
診
に
つ
い

て
は
公
式

ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
な
ど

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、今
年
の
２
〜
４
月
に
か
け
て「
健

診
意
向
調
査
」の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
送
り

し
、回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。返
信
い
た

だ
け
な
か
っ
た
方
に
は
８
月
上
旬
に
あ
ら

め
て
総
合
健
診
・
婦
人
科
検
診
の
案
内
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

中
なか

村
むら

 沙
さ

織
おり

ちゃん若
わか

林
ばやし

 真
ま

帆
ほ

ちゃん

　町で実施している「空き家バンク制度」「人財バンク制度」について
紹介しています。
　７月19日現在「空き家バンク」で募集している物件は８件。今月は
「登録番号43番物件」を紹介します。
　「人財バンク」に登録されているのは、個人登録８人と団体登録８
団体ですが、団体登録番号４「弟子屈剣道スポーツ少年団」を紹介し
ます。
　詳細は、町公式ウェブサイトでご確認ください。

▼空き家バンクホームページ

　http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/20akiya/bukken.html

▼人財バンクホームページ

　http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/35jinzai/index.html
空き家バンク 人財バンク

空き家バンク
登録番号 43

▼場所／美留和363番地85･86

▼  建物／木造平屋建て

　　　　 ２ＬＤＫ

▼建築年／1995（平成７）年

▼価格／1,280万円

人財バンク
団体登録番号４

▼氏名／弟子屈剣道スポーツ少年団

▼  分野／学術・文化・芸術・ス

ポーツ・子どもの健全育成

▼  ＰＲ／小学校低学年か

ら高校生まで幅広い会

員のもと、技術だけではなく精神面の鍛錬によ

り、子どもの健全な成長を目指しています。何よ

りも「楽しく」をモットーに家族のような団体で

す。剣道に親しんでみませんか。

　　　　　　　　空き家バンク／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）
　　　　　　　人財バンク／教育委員会社会教育課社会教育係☎４８２‐２９４８（課直通）
問い合わせ先

防災ワンポイントコーナー

　大地震・火山噴火・河川氾濫などの災害が発生した場合や、他国からの弾道ミサイル通過などの情報をいち早く住
民の皆さんにお知らせするため、消防のスピーカーを通じてその情報が一斉に放送されます。
　情報を正しくお伝えするため、３カ月ごとに全国一斉で試験放送が行われます。
　試験放送の日時と放送内容、スピーカー設置箇所は以下のとおりです。試験放送を行う日時の前には、試験放送を
実施するための事前放送を行いますので、ご理解ご協力をお願います。

▼放送日時／８月28日㈬　11時～　12月４日㈬　11時～　　令和２年２月19日㈬　11時～

▼放送内容／ 上り４音チャイム音～「これはJアラートのテストです」×３回～「こちらは弟子屈町です」～下り
４音チャイム音

▼  消防のスピーカー設置箇所／弟子屈消防署、弟子屈消防署跡地、川湯消防支署、川湯市街地、川湯敷島団地、川湯消
防団川湯駅前詰所、弟子屈消防団美留和詰所、弟子屈消防団屈斜路詰所、泉ふれあいセンター、弟子屈町社会老人福
祉センター、弟子屈町商工会館、すずらん丘会館

問い合わせ先／役場総務課防災情報係☎４８２‐２９１２（課直通）

ＱＲコードからも
ご確認いただけます

　

国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て

い
る
40
〜
74
歳

の
方
に
、
摩
周

厚
生
病
院
で
の

脳
ド
ッ
ク
検
診

費
用
の
一
部
助

成
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。事
前
に
申
請
が

必
要
で
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健
康
こ
ど
も
課

健
康
推
進
係
☎
４
８
２
‐
２
９
３
５（
課

直
通
）ま
で
。

脳ドック助成

はじめました

　「全国家計構造調査」は、家計における消費、所得、資
産および負債の実態を総合的に把握し、世帯の所得分
布および消費の水準、構造などを全国的および地域別
に明らかにすることを目的とする調査です。
　調査対象地区では、調査員が全ての世帯の事前調査
を行い、町が調査区内から、実際の調査世帯が抽出します。事前調査および調査へのご協力をお願いします。

▼調査期間／【事前調査】８・９月　【調査】10・11月

▼調査対象地区／ 中央３丁目５・６・11～15番、泉３丁目１～７・14番、高栄４丁目・５～８番、朝日３丁目１～６・
17～32番、桜丘１丁目３番、桜丘２丁目２～７・11～13番、桜丘３丁目10～12番

問い合わせ先／役場まちづくり政策課広報統計係☎４８２‐２９１３（課直通）
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消費税の軽減税率制度に関する説明会を開催

▼説明内容／①軽減税率制度に対応した経理・申告について
　　　　　　②軽減税率制度に対応するための中小事業者への支援措置について

▼日時／①9月3日㈫　13時30分～14時30分　　②9月4日㈬ 　13時30分～14時30分

▼場所／釧路地方合同庁舎5階　第１会議室（釧路市幸町10丁目3番地）

▼定員／各回100人(先着順）
❑ 問合せ先／釧路税務署法人課税第１部門(☎０１５４５１００)
　　　　　　※お電話の際は、音声ガイダンスに沿って「2」を選択してください。
その他／軽減税率制度は、全ての事業者の方に関係があります。
　　　①対象品目の売上げがある事業者の方は、税率ごとに区分した請求書などを発行する必要があります。
　　　②対象品目の仕入れがある事業者の方は、帳簿に税率ごとに区分して記載する必要があります。
　　　③免税事業者の方も、税率ごとに区分した請求書などの交付を求められる場合があります。
　　　④レジ等の対応が必要な中小企業・小規模事業者の方には、「軽減税率対策補助金」の制度があります。
　　　⑤補助金制度は本年１月に補助割合や対象など、一部拡充されました。

【軽減税率制度に関するお問合わせ先】
専用ダイヤル ０１２０‐２０５‐５５３　受付時間9時～17時(土日祝除く)

【軽減税率対策補助金制度に関するお問合せ先】
専用ダイヤル ０１２０‐３９８‐１１１　受付時間9時～17時(土日祝除く)　URL http://kzt-hojo.jp

全ての事業者の皆さんへ

●応募用紙配布場所

●応募受付日・場所

※採用の可否は「ふるさと納税返礼品審査会」で決定します。

役場まちづくり政策課、川湯支所、町商工会、摩周湖観光協会

日時／８月９日㈮　９時 30 分～正午まで

場所／役場３階　Ａ会議室
※都合が合わない場合は、問い合わせ先へご連絡ください。

問い合わせ先／役場まちづくり政策課管財係☎４８２‐２９１３（課直通）

「ふるさと納税」返礼品協力事業者を募集します

　まちの価値向上や魅力を積極的に伝え、本町を応援していただける方を増や
すため、更に返礼品を充実させるため協力事業者を募集します。
　返礼品はモノだけではなく、宿泊・体験などのサービスも可能ですが、応募
条件があります。詳しくは町ホームページをご覧になるか、まちづくり政策課
管財係まで問い合わせください。
（町公式ウェブサイト／ http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/）
　応募をされる方は「応募用紙」に記入のうえ、受付場所に提出してください。

※ 既に返礼品協力事業者になられている方は改めての応募は不要です。ただし、返礼品を
変更・追加される場合は変更・追加分の応募をお願いします。

えこまち通信

問い合わせ先
てしかがえこまち推進協議会事務局（役場観光商工課観光振興係）☎４８２‐２９４０（課直通）

100km歩こうよ♪大会in摩周・屈斜路をサポート
ユニバーサルデザイン部会

　てしかがえこまち推進協議会ユニバーサルデザイン部会（三木亨部会長）では、
毎年10組ほど「視覚障がいのある方の旅のサポート」を実施しています。そのほと
んどがリピーターの方です。「いらっしゃいませ」というよりは「おかえりなさい」
「さようなら」ではなく「また来年！」と言ってお見送りします。素敵でしょう？
　それができるのは、町全体に「どなたでもウェルカム」という雰囲気があるか
ら。お客様と一緒にどこへ行ってもすっと自然に受け入れて、必要に応じてさり
げないお手伝いがある。それがお客様の心を打ち、繰り返し弟子屈を訪れてくれるのだと思います。
　その弟子屈の隠れた魅力を結集したのが、今年で14回を数える「100㎞歩こうよ♪大会 in 摩周・屈斜路」です。本大
会では、障がいがある方のエントリーも受け付けています。スタートもゴールも、もちろん歩くコースも「みんな一
緒」というのが隅々まで行き渡り、参加した方は「みんな一緒というのが本当に本当に嬉しい」のだそうです。
　毎年エントリーする視覚障がいのお客様に、いつもは部会員が付き添って歩いていましたが、今年は都合がつきま
せんでした。そこで以前お手伝いくださったことのある町民の方にお願いしてみると「いいですよ～」とのこと。この
サポートへの敷居の低さは、さりげなさ過ぎて気づかれにくいけれど、重要な観光資源だと私たちは思います。

町
民
の
方
の
サ
ポ
ー
タ
ー
も

問い合わせ先／SUMMER JACK実行委員会☎０９０-９５２３-１８４８

商店街ジャック　歩行者天国！

８月４日㈰　11時～
中央通り商店街
入場無料

【歩行者天国を楽しもう！】

　今年も町内外からフードや雑貨が出店♪　　　　　　  

地元吹奏楽部の演奏にバトントワリング演舞もあります✰

お菓子まきに路上お絵かきなどなど美味しいもの楽しい

ものが盛りだくさん✰

【音楽ライブで盛り上がろう！】

≪出演者≫

・DOZAN11（三木 道三）・EXPRESS ・KINGJAM ・CHOPSTICK

・RAY ・アキオカマサコ ・Buffalo Soldier ほか

※ 天候・アーティストの都合により内容を変更する場合がご

ざいます。ご了承ください。

皆さ
んの
ご来
場を

お待ち
してい

ます！

今年は花火大会も開催！

JA 摩周湖農業祭

問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）

鹿児島黒豚＆茶美豚祭 2019in 弟子屈

第 13 回ＪＡ摩周湖農業祭「新そば祭り」の開催に合わせ

同会場で鹿児島黒豚＆茶美豚祭 2019in 弟子屈を開催します

本町の姉妹都市鹿児島県日置市から、鹿児島黒豚・茶美豚の販売ブースが出店されます

ぜひご賞味ください！
※ 茶美豚とはお茶に含まれているカテキン、サツマイモが入った飼料を食べて育った、ジューシーであっさりとし

た味わいが特徴の鹿児島県のブランド豚です。

▶会場

▶日時

▶備考

Aコープてしかが店前特設会場

８月 24 日㈯　10 時～ 21 時

雨天決行

メインの鹿児島黒豚と茶美豚のほかにも、
鹿児島県産のサツマイモやちりめんなどの
海産物、鹿児島名物さつまあげの実演販売
なども行われます！お見逃しなく！！

鹿児島黒豚＆茶
ちゃー

美
みー

豚
とん

祭 2019 in 弟子屈
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　６月15日から７月21日にかけて、

町内各小・中学校と川湯保育園、こど

も園ましゅうで、運動会・体育祭が行

われました。

　あいにくの雨模様となった学校も

ありましたが、子どもたちは元気い

っぱい！お父さんやお母さんなどが

見守る中、日ごろの練習の成果を発

揮。各会場とも、熱い声援が飛び交い

ました。

５歳児によるマーチング（6/29・こども園ましゅう）

心をひとつに！よさこい2019（6/15・奥春別小学校） タイミングを合わせて！長縄跳び（7/21・弟子屈中学校体育祭）

パプリカ（6/15・川湯コミュニティ運動会）

負けないぞ！かけっこ（6/29・こども園ましゅう） 力が入る紅白綱引き（6/15・川湯コミュニティ運動会）

弟小ハリケーン！（6/18・弟子屈小学校）

白熱した班対抗玉入れ（6/15・和琴小学校）

全児童による一輪車～心をひとつに～（6/16・美留和小学校）

自称美人はどこに？川湯名物借り人競争（6/15・川湯コミュニティ運動会）

スタート！徒競走（6/18・弟子屈小学校）

ぼくのチームは何色？（6/15・和琴小学校） 幼児競争（6/16・美留和小学校）
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「消防士はただのヒー

ローではない」とある市

の消防署消防官たちの

心震える９つの物語。

命懸けの仕事に携わる

人達の本音や人間模様

を中心にミステリー仕

立ての短編となってい

ます。時間のない方に

もオススメです。

「
イ
チ
か
ら
分
か
る
北
方
領
土
」

北
海
道
新
聞
社
／
著

「
ニ
ッ
ポ
ン
10
大
ト
レ
イ
ル
」

　

シ
ェ
ル
パ　

斉
藤
／
著

「
笑
う
神
さ
ま
図
鑑
」

川
副　

秀
樹
／
著

「 

キ
レ
る
！
」

中
野　

信
子
／
著

「
写
真
加
工
で
作
る
風
景
イ
ラ
ス
ト
」

さ
け　

ハ
ラ
ス
／
編

「 

間
接
護
身
入
門
」

葛
西　

眞
彦
／
著

「
ア
ウ
ト
ド
ア
テ
ク
ニ
ッ
ク
図
鑑
」

寒
川　
　

一
／
編

「
何
度
で
も
、紙
飛
行
機
が
と
ど
く
ま
で
」

大
城　
　

密
／
著

「
化
石
ハ
ン
タ
ー
」

小
林　

快
次
／
著

「 

宇
宙
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

中
垣　

ゆ
た
か
／
作

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

お
す
す
め
の
新
刊

長岡　弘樹／著

☆ 

特
集
展
示
『
み
ん
な
の
夏
休
み
お
す

す
め
本
２
０
１
９
』

　
「
令
和
元
年
度
版
北
海
道
青
少
年
の
た

め
の
２
０
０
冊
」「
第
65
回
青
少
年
読
書
感

想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書
」の
中
か

ら
、
図
書
館
所
蔵
の
図
書
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

　

読
書
感
想
文
や
夏
の
読
書
に
、
お
子
さ

ん
か
ら
大
人
の
方
ま
で
た
く
さ
ん
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

▼
期
間
／
８
月
31
日
㈯
ま
で

▼
場
所
／
特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー

☆ 

来
館
時
に
は「
図
書
館
用
バ
ッ
グ
」を

ご
持
参
く
だ
さ
い

　

図
書
館
の
本
の
持
ち
運
び
用
に
バ
ッ
グ

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。特
に
雨
の
日
は
濡

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽ 

今
月
の
休
館
日
／
５
日
㈪
・
11
日
㈰（
山
の

日
）・
12
日
㈪
・
19
日
㈪
・
23
日
㈮（
図
書
整

理
日
）・
26
日
㈪

「１１９」「１１９」

移動図書館（図書館バス）

一
般
・
文
学

第
１
位　

 「
ご
め
ん
買
っ
ち
ゃ
っ
た
」

吉
田　

戦
車
／
著

第
２
位　
「
そ
れ
で
も
空
は
青
い
」

荻
原　
　

浩
／
著

第
３
位　
「
光
ま
で
５
分
」桜木　

紫
乃
／
著

第
４
位　
「
平
成
く
ん
、さ
よ
う
な
ら
」

古
市　

憲
寿
／
著

第
５
位　
「
帰
去
来
」

大
沢　

在
昌
／
著

第
６
位　
「
ふ
た
り
ぐ
ら
し
」

桜
木　

紫
乃
／
著

第
７
位　

 「
宝
島
」

真
藤　

順
丈
／
著

第
８
位　
「
未
来
」

湊　

か
な
え
／
著

第
９
位　
「
凍
て
つ
く
太
陽
」

葉
真
中　

顕
／
著

第
10
位　
「
は
ん
ぷ
く
す
る
も
の
」

日
上　

秀
之
／
著

☆３日／『くだもの』『からすのやおやさん』
　　　　『しろくまちゃんのほっとけーき』
☆10日／『やさい』『からすのそばやさん』
　　　　『ばばばあちゃんのアイスパーティ』
☆17日／『おにぎり』『あかたろうの123の345』
            『しろくまパパのソフトクリーム』
☆24日／『たべもの』『からすのおかしやさん』
　　　　『ぼくのぱん　わたしのぱん』
☆31日／『いただきまあす』『すいかのたね』
　　　　『からすのてんぷらやさん』　　　　

テーマ『暑い夏でも　おいしいよ！』

時間／午後１時～　　場所／町図書館

おはなしはらっぱ 2019年上半期貸し出しランキング

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

開館日／火～金曜日　10時～18時
　　　　土・日曜日　10時～17時
休館日／ 月曜日・祝日・第４金曜日（祝日の場

合はその前日）・年末年始・図書整理日

toshokan@town.teshikaga.hokkaido.jp

新刊案内

ボランティア
活動

〇
布
絵
本
そ
よ
か
ぜ
活
動
日

　

29
日
㈭

〇 

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
日

　

２
日
㈮
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認定こども園ましゅう  9:00～10:00
停車場所 停車時間

美留和小学校 10:20～10:50
川湯保育園 11:10～11:30
川湯小学校 12:30～13:00
川湯支所 13:10～13:30
奥春別小学校 14:25～14:55
老人ホーム倖和園 15:15～16:00

Ａコース  運行日／８月８日㈭・22日㈭
　　　　　　　　　９月５日㈭・19日㈭

　  Ｂコース　運行日／８月１日㈭・15日㈭・29日㈭
　　　　　　　　　　  ９月12日㈭・26日㈭

停車場所 停車時間
認定こども園ましゅう  9:00～10:00
弟子屈小学校 10:10～10:40
和琴小学校 12:40～13:00
屈斜路コタン 13:10～13:25
川湯支所 13:45～14:05
川湯の森病院 14:10～14:30

14:40～15:00川湯温泉駅前
15:30～16:00美羅尾ヶ丘会館

あなたの輝きを生かしてください！

さまざまな力を活用してください！

てしかがまちづくり人財バンク

地域の方の趣味の活動やまちづくり活動の役に立ちたい　活動のお手伝いをしたい

　町では「てしかがまちづくり人財バンク」を行っています。

　皆さんがお持ちの経験や知識、技術などを地域活動やまちづくり活動に生かし

たいという個人やグループの登録を受け付け、力を必要としている地域の皆さん

とつなぐ制度です。この制度により、人財のネットワーク化や相互交流を進め、ま

ちづくりの担い手育成と活用を図っていきます。

　さまざまな力をお持ちの方が多い弟子屈町。あなたの登録をお待ちしています。

問い合わせ先／教育委員会社会教育課社会教育係☎４８２‐２９４８（課直通）

人財
（個人・団体）
※20歳以上の方⇒ ⇔

依頼する方

⇒⇔
⇔

登録 調整
打ち合わせ

連絡・打ち合わせ

照会
依頼

活動
報告

てしかがまちづくり人財バンク

　　　 役場教育委員会社会教育課で仲介します！

情報は町公式ウェブサイトで公開
http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/35jinzai/index.html

料理や
お菓子
作りに
自信

楽器の
演奏は
任せて

手先を
使う
ことが
得意

体を
動かす
ことが
好き

子ども
たちと
一緒に
活動

パソコン
手ほどき
します

●

●

●
例
え
ば
こ
ん
な
方
…
●
●
●

※本町にとって人は「財産」であるため「人の財産」という意味を込めて、人材ではなく「人財」としています。

▼  人財バンクへの登録を希望される方／申請用紙に必要事項を記入し、教育委員会社会教育課に提出してください。

申請用紙は教育委員会社会教育課にあるほか、町公式ウェブサイトからダウンロードすることもできます。

▼登録されている 人財の活用を希望される方／必ず教育委員会社会教育課にご連絡ください。
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▼ 

日
時
／
８
月
29
日
㈭　

19
時
〜
20
時

45
分

▼ 

場
所
／
弟
子
屈

小
学
校
体
育
館

▼ 

内
容
／
体
力
測

定
・
ミ
ニ
テ
ニ
ス

な
ど

▼ 

対
象
／
町
民
の

方
▼ 

申
込
み
締
切
り

日
／
８
月
23
日
㈮

※ 

普
段
運
動
し
て
い
な
い
大
人
の
方
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

※ 

運
動
に
適
し
た
服
装
で
、
上
靴
を
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎

４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

（
体
力
測
定
会
）
を
開
催
し
ま
す

　

箱
根
駅
伝
に
３
度
出
場
経
験
の
あ
る

駅
伝
部
が
、８
月
15
日
か
ら
20
日
ま
で
の

期
間
、町
内
で
合
宿
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
で
４
年

目
の
合
宿
と
な

り
、
来
年
の
箱

根
駅
伝
出
場
に

向
け
て
頑
張
っ

て
ま
す
の
で
温

か
い
ご
声
援
を

お
願
い
し
ま

す
。

東
京
国
際
大
学
が

　
　

今
年
も
弟
子
屈
町
で
合
宿

昨年のニュースポーツ交流会

■
全
道
大
会
結
果

（
敬
称
略
）

▼ 

第
59
回
北
海
道

高
等
学
校
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会

（
６
月
11
日
か
ら

14
日
苫
小
牧
市
）

▽
佐
藤
穂
香
、
坂
田
莉
奈
（
弟
子
屈
高
校

３
年
）
ダ
ブ
ル
ス
初
戦
敗
退
▽
佐
藤
穂
香

シ
ン
グ
ル
ス
初
戦
敗
退

▼ 

第
72
回
北
海
道
高
等
学
校
陸
上
競
技

選
手
権
大
会（
６
月
17
日
か
ら
21
日
帯

広
市
）
▽
山
家
裕
樹
（
弟
子
屈
高
校
３

年
）走
高
跳
予
選
敗
退

みんなのみんなの
活躍を紹介活躍を紹介

昨年の合宿中の運動教室

　

数
多
く
の
児
童
・
生
徒
が
出
場
し
ま

す
！
出
場
選
手
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

▼ 

第
37
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大

会
兼
日
清
食
品
カ
ッ
プ
第
35
回
全
国

小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
（
７
月

14
日
〜
15
日
札
幌
市
）
▽
鈴
木
哲
平
、

野
表
七
姫
（
以
上
弟
子
屈
小
学
校
４

年
）、佐
々
木
佳
、會
田
風
汰
（
同
５
年
）

▼ 

第
43
回
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会
北
海

道
予
選
会（
７
月
14
日
〜
15
日
札
幌

市
）德
永
大
輔（
川
湯
小
学
校
５
年
）、

今
川
航
太
（
同
３
年
）

▼ 

令
和
元
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大

会
第
40
回
北
海
道
中
学
校
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会（
７
月
30
日
〜
８
月
１
日
千

歳
市
）村
山
慶
将
、
中
原
岬（
以
上
弟

子
屈
中
学
校
２
年
）、
宮
田
奏
海
、
古

舘
杏
菜（
以
上
弟
子
屈
中
学
校
３
年
）

小
・
中
学
生
が
全
道
大
会
へ
！

全道大会出場を決めた児童の皆さん

全道大会出場を決めた生徒の皆さん

　

映
画
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
バ
レ
エ
公
演

な
ど
を
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
。公
民
館
か
ら

バ
ス
が
出
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

① 

な
か
し
べ
つ
映
画
上
映
会 

第
71
回
カ

ン
ヌ
国
際
映
画
祭
最
高
賞
受
賞「
万
引

き
家
族
」

▼ 

日
時
／
８
月
25
日
㈰　

開
場
17
時　

上
映
17
時
30
分
（
公
民
館
前
発
15
時
45

分
）

▼ 

場
所
／
中
標
津
町
総
合
文
化
会
館
し

る
べ
っ
と
ホ
ー
ル

▼
料
金
／
７
０
０
円（
全
席
自
由
）

▼
対
象
・
定
員
／
町
民
の
方
・
30
人

▼
申
込
み
締
切
り
日
／
８
月
19
日
㈪

② 

劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
エ
ビ
ー

タ
」

▼ 

日
時
／
10
月
４
日
㈮　

開
場
18
時　

開
演
18
時
30
分（
公
民
館
前
発
16
時
）

▼ 

場
所
／
コ
ー
チ
ャ
ン
フ
ォ
ー
釧
路
文

　

７
月
11
日
、弟
子
屈
・
川
湯

両
学
級
の
合
同
室
内
小
運
動

会
を
摩
周
観
光
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

両
学
級
合
わ
せ
て
約
80
人

が
参
加
。４
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
ピ
ン
ポ
ン
玉
運
び
リ

レ
ー
や
○
×
ク
イ
ズ
な
ど
、

７
種
目
の
競
技
を
楽
し
み
な

が
ら
両
学
級
の
交
流
を
図
り

ま
し
た
。

資
料
館
講
座
を
開
催

①
ア
イ
ヌ
文
様
ス
タ
ン
プ
作
り

▼ 
内
容
／
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
で
ア
イ
ヌ

文
様
を
彫
り
ま
す
。

▼
日
時
／
８
月
６
日
㈫　

10
時
か
ら

▼
会
場
／
町
公
民
館　

１
階　

研
修
室

▼
参
加
料
／
３
０
０
円（
材
料
費
）

②
オ
リ
ジ
ナ
ル
勾ま

が

玉た
ま

作
り

▼ 

内
容
／
石
を
磨
い
て
自
分
だ
け
の
勾

玉
を
つ
く
り
ま
す
。

▼
日
時
／
８
月
６
日
㈫　

13
時
30
分

▼
会
場
／
町
公
民
館　

１
階　

研
修
室

▼
参
加
料
／
４
０
０
円（
材
料
費
）

▼ 

定
員
／
①
②
と
も
定
員
は
20
人
、
①
の

み
小
学
２
年
生
以
下
の
場
合
は
保
護

者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
込
み
締
切
り
日
／
８
月
２
日
㈮

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先
／
社
会
教
育

課
☎
４
８
２
‐
２
９
４
８
ま
で
。　

「生きがい講座」で
　　　学んでいます

化
ホ
ー
ル

▼ 

料
金
／
Ａ
席
６
千
６
百
円
・
Ｂ
席

４
千
４
百
円

▼
対
象
・
定
員
／
町
民
の
方
・
20
人

▼
申
込
み
締
切
り
日
／
８
月
30
日
㈮

③ 

斜
里
バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル「
シ
ル
フ
ィ
ー

ド
」設
立
20
周
年
記
念
公
演「
く
る
み
割

り
人
形
」
〜
全
幕
in
斜
里　

▼ 

日
時
／
10
月
13
日
㈰　

開
場
14
時　

開
演
14
時
30
分
（
町
公
民
館
前
12
時
15

分
・
川
湯
跡
佐
登
福
祉
の
家
前
12
時
45
分

出
発
）

▼ 

場
所
／
斜
里
町
公
民
館
ゆ
め
ホ
ー
ル

知
床

▼
入
場
料
／
３
千
５
百
円（
全
席
自
由
）

▼
対
象
・
定
員
／
町
民
の
方
・
20
人

▼
申
込
み
締
切
り
日
／
８
月
28
日
㈬

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先
／
町
公
民
館

☎
４
８
２
‐
２
３
４
０
ま
で
。

芸
術
観
賞
バ
ス
参
加
者
募
集
！

　

町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
上
枝
優
一
さ
ん
が

６
月
29
日
、
釧
路
管
内
ス

▼ 

令
和
元
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大

会
第
50
回
北
海
道
中
学
校
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会（
８
月
２
日
〜
４
日
稚
内
市
）

神
田
幸
成（
川
湯
中
学
校
３
年
）

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
か
ら
令
和
元

年
度
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。上

枝
さ
ん
は
平
成
20
年
か
ら
町
体
育
指
導

委
員（
現
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　

表
彰
式
後
、
上
枝
さ
ん
は
「
た
い
へ
ん

重
み
の
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
、

弟
子
屈
町
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

　

７
月
５
日
、
摩
周
焼
陶
芸

講
座
が
町
公
民
館
で
行
わ
れ

35
人
が
参
加
。

　

初
め
て
体
験
さ
れ
た
方
も

多
く
、
講
師
の
摩
周
焼
窯
元

の
森
雅
子
先
生
を
は
じ
め
ア

シ
ス
タ

ン
ト
の

皆
さ
ん

の
指
導

に
よ
り
小
鉢
、
湯

飲
み
な
ど
、
無
心

に
な
り
作
品
を
作

り
上
げ
ま
し
た
。

それぞれの作品作りに熱中

　

国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
Ｐ
Ｒ
展
に

合
わ
せ
て
講
演
会
お
よ
び
講
座
が
開
催

さ
れ
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
講
演
会
】ア
イ
ヌ
民
族
の
着
物

▼
日
時
／
８
月
７
日
㈬　

19
時

▼
会
場
／
町
公
民
館　

２
階　

講
堂

▼ 

講
師
／
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
設

立
準
備
室　

学
芸
員　

北
嶋　

由
紀

氏
▼
入
場
料
／
無
料（
申
し
込
み
不
要
）

【
講
座
】ム
ッ
ク
リ
製
作
体
験

▼
日
時
／
８
月
８
日
㈭　

10
時

▼
会
場
／
町
公
民
館　

１
階　

研
修
室

▼
参
加
料
／
無
料

▼
定
員
／
30
人

　

※
小
学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先
／
社
会
教
育

課
☎
４
８
２
‐
２
９
４
８
ま
で
。

国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
Ｐ
Ｒ
展

国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
Ｐ
Ｒ
展

松
浦
武
四
郎
講
演
会
を
開
催

　
「
北
海
道
の
名
付
け
親
」
と
慕
わ
れ
る

松
浦
武
四
郞
と
弟
子
屈
町
と
の
か
か
わ

り
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

▼
日
時
／
８
月
30
日
㈮　

19
時

▼
会
場
／
町
公
民
館　

２
階　

講
堂

▼ 
講
師
／
松
浦
武
四
郎
記
念
館　

主
任

学
芸
員　

山
本　

命
氏

▼
入
場
料
／
無
料（
申
し
込
み
不
要
）

▼ 

主
催
／
弟
子
屈
町
公
民
館　

後
援
／

摩
周
・
屈
斜
路
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
会　

道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先
／
町
公
民
館

☎
４
８
２
‐
２
３
４
０
ま
で
。　

▼
８
月
の
生
き
が
い
講
座

　
「
健
康
に
つ
い
て
学
ぼ
う　

簡
単
ス
ト

レ
ッ
チ
体

操
」
弟
子

屈
・
川
湯

学
級
合
同

／
８
月
１

日
㈭　

泉

ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

裏
広
場

パン食い競争で大盛り上がり

ス
ポ
ー
ツ
用
具
を

貸
し
出
し
ま
す

　

町
教
育
委
員

会
で
は
、
各
老

人
ク
ラ
ブ
や

自
治
会
、学
校
、

サ
ー
ク
ル
な
ど

に
、
ス
ポ
ー
ツ

用
具
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

貸
し
出
し
備
品
／
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
用

具
、
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
、
室
内
ペ
タ

ン
ク
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
、
キ
ン

ボ
ー
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
、
ド
ッ
ジ

ビ
ー
、
タ
グ
ラ
ク
ビ
ー
、
運
動
会
用
具

（
ス
タ
ー
ト
ピ
ス
ト
ル・バ
ト
ン
な
ど
）、

体
力
測
定
器
具

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎

４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。
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短い夏を楽しむ
摩周の里　夏まつり

　

摩
周
の
里 

夏
ま
つ
り
が
７
月
13
日
、役

場
前
駐
車
場
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
（
14
日
は
雨
天
の
た
め
中
止
）。同
実
行

委
員
会（
近
江
屋
茂
実
行
委
員
長
）が
主
催

し
た
も
の
で
、今
年
で
９
回
目
。町
民
有
志

の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
、
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。雨
混
じ
り
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
缶
け
り
や
縄

跳
び
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
ほ

か
、弟
子
屈
小
・
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏
や
、町
内
の
バ
ト
ン
ク

ラ
ブ
２
チ
ー
ム
に
よ
る
発
表

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。会
場

に
は
食
べ
物
や
ゲ
ー
ム
、フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
屋
台

も
多
く
出
展
。

　

来
場
し
た
皆
さ
ん
は
雨
具

を
身
に
つ
け
、ゲ
ー
ム
の
屋
台

で
楽
し
ん
だ
り
、ビ
ー
ル
や
食

事
を
楽
し
ん
だ
り
と
、大
人
も

子
ど
も
も
夏
祭
り
な
ら
で
は

の
雰
囲
気
を
味
わ
い
、年
に
一

度
の
夏
の
恒
例
行
事
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

カラオケで熱唱！

てしかがの
未来の中心市街地づくり
第１回中心市街地再構築全体構想町民会議

　

中
心
市
街
地
全

体
構
想
町
民
会
議

（
今
井
慎
也
委
員

長
）の
第
１
回
会
議

が
７
月
22
日
、
町

役
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
会
議
は
、
町
総
合
計
画
を
中
心
と
す
る

各
施
策
に
関
す
る
計
画
の
推
進
と
合
わ
せ
、

公
共
施
設
の
統
廃
合
や
集
約
化
、
市
街
地
の

空
洞
化
の
抑
制
と
賑
わ
い
の
創
出
、
町
民
が

集
う
た
め
や
交
流
人
口
拡
大
に
よ
る
地
域

と
観
光
の
拠
点
作
り
、
温
泉
熱
を
利
用
し
た

発
電
や
温
泉
の
二
次
利
用
、
民
間
活
力
の
導

入
な
ど
を
中
心
に
、
中
心
市
街
地
の
再
構
築

を
議
論
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
公
募
で
選
ば
れ
た
町
民
の
方
２

人
を
含
め
、
町
長
な
ど
の
行
政
や
議
会
、
経

済
、金
融
、地
域
、子
ど
も
た
ち
の
保
護
者
の

代
表
な
ど
、28
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、幅
広

い
意
見
を
集
約
し
ま
す
。今
後
は
月
１
回
程

度
の
会
議
を
重
ね
、中
心
市
街
地
全
体
構
想
の

素
案
を
町
に
提
言
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

委
員
長
に
就
任
し
た
今
井
さ
ん
は
「
将
来

に
つ
な
が
る
大
き
な
事
業
。未
来
に
意
味
あ

る
形
を
残
せ
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

第
１
回
会
議
で
は
、各
委
員
に
辞
令
交
付
が

行
わ
れ
た
あ
と
、町
の
政
策
支
援
業
務
を
行
っ

て
い
る
㈱
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ａ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
代
表
の
佐

藤
大
行
さ
ん
に
よ
る「
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
融

合
が
街
を
ス
テ
キ
に
す
る
」と
題
し
た
講
演
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、委
員
そ
れ
ぞ
れ

が
弟
子
屈
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

佐藤代表による講演

雨にも負けずヨーヨー釣りに挑戦！

テントの中で演奏

自慢の牛馬を競い合う
第67回弟子屈町家畜共進会

　

町
と
Ｊ
Ａ
摩
周
湖
の
共
催
の
第
67
回

弟
子
屈
町
家
畜
共
進
会
が
６
月
８
日
、


別
家
畜
共
進
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
乳
牛
の
部
に
５
戸
の
酪
農
家

か
ら
22
頭
が
、
馬
の
部
に
５
戸
の
馬
飼
養

者
か
ら
９
頭
が
出
陳
さ
れ
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

❑
乳
牛
の
部
▼
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
／
イ
ン
レ
ッ
ト 

Ｍ
Ｓ 

マ
ツ
カ
チ
エ
ン 

エ
イ
ミ
ー
（
江
上
和
彦
さ
ん
（
仁
多
）
所

有
）
▼
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
／
メ
ド

ー
ブ
リ
ッ
ジ 

ジ
ヤ
ス
テ
イ 

デ
ン
プ
シ
ー

（
㈱
メ
ド
ー
ブ
リ
ッ
ジ
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ズ

（
南
弟
子
屈
）所
有
）▼
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
／
イ
ン
レ
ッ
ト 

グ
リ

ー
ン 

メ
イ
ン 

ホ
ー
プ 
デ
ン
バ
ー
（
江

上
和
彦
さ
ん（
仁
多
）所
有
）▼
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
／
イ
ン
レ
ッ

ト 

Ｍ
Ｓ 

ア
ー
ト 

エ
ミ
リ
ス
（
江
上
和
彦

さ
ん（
仁
多
）所
有
）▼
最
多
出
陳
賞
／
吉

田
良
文
牧
場（
吉
田
雄
貴
さ
ん（
札
友
内
））

❑
馬
の
部
▼

最
優
秀
賞
／

ヒ
カ
ル
ベ
ガ

（
倉
田
昭
八

さ
ん（
川
湯
）

所
有
）

▼
最
多
出
陳

賞
／
川
湯
パ

ー
ク
牧
場

（
長
谷
川
義

信
さ
ん
（
川

湯
））

馬の部最優秀賞

入賞牛を囲んで

　

第
58

回
弟
子

屈
高
校

文
化
祭

が
、７
月

13
日
か

ら
14
日

に
か
け

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｎ
〜
未
完
成
な
僕
ら
の

新
章
開
始
〜
」。あ
い
に
く

の
雨
と
な
っ
た
た
め
、
予
定

さ
れ
て
い
た
パ
レ
ー
ド
は

中
止
。夏
ま
つ
り
会
場
で
披

露
し
て
い
る
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
は
、
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。し
か
し
、
生
徒
た

ち
の
熱
気
は
い
つ
も
以

上
！
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

そ
の
他
に

も
、
各
ク
ラ

ス
ご
と
に
趣

向
を
凝
ら
し

た
ホ
ー
ム
ル

ー
ム
ス
ペ
ー

ス
、
委
員
会

や
部
活
動
の

展
示
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し

た
。

ＮＥＯＮ
～未完成な僕らの新章開始～

第58回弟子屈高校文化祭

３年Ａ組による「Nostalgic roman」

２年生による「国志无双」

３年Ｂ組による「恐怖の館～coming soon～」

１年生による「１st Action」

パレードコースの清掃も実施

雨の中でも華麗な演技を披露

今井委員長からあいさつ

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か

ら
参
加
し
た
皆
さ
ん
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　文化庁の芸術家派遣
事業の一環として、川
湯小学校（中岡美緒校
長）で６月24日、サロン
オーケストラが開催さ

れ、川湯小学校、川湯中学校、美留和小学校の全校生徒と奥春
別小学校の５・６年生の89人が生の演奏などを観賞しまし
た。演奏者は釧路市出身のチェロ演奏者、白佐武史さんをは
じめとする「サロンオーケストラ・エイト」の８人。指揮者が
いない編成で、チャイコフスキーの組曲「白鳥の湖」など計９
曲を披露。楽器の紹介や指揮棒を振る体験などもあり、川湯
小学校の校歌を演奏に合わせて歌いました。指揮棒を振るっ
た児童は「とても楽しかった」と笑顔で話していました。

クラシック音楽をもっと身近に感じて

クラシック演奏会を開催｜川湯小学校

　弟子屈郵便局、川
湯郵便局、屈斜路郵
便局、美留和郵便局
の局員による「クリ
ーンアップ作戦（ご
み拾い活動）」が６月
９日、摩周観光文化

センターで行われました。８月に開催される「星空の街・あ
おぞらの街」全国大会in弟子屈町の開催にあわせ、会場とし
て使用される同センター周辺の清掃活動を実施。局員やそ
の家族など24人が参加。駐車場や国道沿いの歩道などを丁
寧に清掃していました。参加した局員は「全国から来るお客
さんに気持ちよく使ってもらえれば」と話していました。

街をきれいに

町内の郵便局員が地域の清掃活動を実施

　「ひまわりの絆プロジェ
クト」植栽式が６月19日、弟
子屈警察署で行われ、弟子
屈小学校（中原英雄校長）４
年生、26人が参加しました。
　このプロジェクトは、交

通事故で亡くなった４歳の男の子が育てていたひまわりの種
を、多くの場所で開花させ「生きていた証を残したい」と願う
ご遺族への支援とともに、命の大切さや交通事故防止を訴え
ていくものです。ひまわりの種を同警察署と同小学校の花壇
に植えた子どもたちは「命を大事にし、交通事故に遭わないよ
う気をつけたい」と話していました。今後、弟子屈警察署では、
育てた種で、町内企業などにこの活動を広めていく予定です。

６月19日

命の大切さと交通事故の防止を伝える

「ひまわりの絆プロジェクト」植栽式を開催

親
子
で
参
加
す
る
局
員
も

ひ
ま
わ
り
種
を
花
壇
に
植
え

６月９日

６月24日

演
奏
に
聴
き
入
る
子
ど
も
た
ち

　「星空の街・あおぞ
らの街」全国協議会
（会長・德永町長）主
催の「星空の街・あお
ぞらの街」全国大会

in弟子屈町の大会テーマとフォトコンテストの表彰式が６
月18日、町役場で行われました。大会テーマでは応募総数58
作品の中から、町内在住の前田 章子さんの「未来につなごう
摩周の水と星と命の煌めきを」が最優秀賞を受賞。フォトコ
ンテストでは、応募総数230作品の中から摩周湖の夜空を撮
影した標茶町在住の中嶋 勝年さんの「宙

そら

の彩り」が最優秀賞
を受賞しました。８月３日に行われる大会は、同テーマのも
と、記念講演や星空観察の調査報告などが行われます。

「星空の街・あおぞらの街」弟子屈大会テーマが決定

未来へつなごう摩周の水と星と命の煌
きら

めきを
前
田
さ
ん（
右
か
ら
２
人
目
）・

中
嶋
さ
ん（
左
か
ら
２
人
目
）

６月18日

弟子屈警察署
所在地交番

☎４８２‐２１１０

川湯駐在所
☎４８３‐２１５１

　長時間の運転が増える時期です

○ 休暇を利用した旅行などで運転する機
会が増えますが、疲れや眠気を感じる
状態で運転すると非常に危険です。
○ 疲れや眠気を
感じたら、直ち
に休憩しまし
ょう。

自動車運転免許の
更新時講習

期日／８月21日㈬　場所／町公民館

▼優良講習／11時30分　 ▼一般講習／13時

▼違反講習／９時　 ▼初回講習／14時30分
※ 講習は、警察署で免許更新の手続きを済ませ
た後に受講してください。

弟子屈警察署ホームページ　http://www.teshikaga-syo.police.pref.hokkaido.jp

居眠り運転は死への直行便

 地 域 安 全地 域 安 全 ニュース
令和元年８月発行　第263号

弟子屈地区防犯協会連合会

☎４８２‐２１１０（弟子屈警察署内）

警察官を名乗る不審電話が多発！
　道内で、警察官を名乗る男から「詐欺グループを捕まえたが、犯人が使っていた名簿の中

にあなたの名前が載っていた」などという電話が多数あり、通帳の提示を求めてきたり、預

金額を聞き出そうとしたりするものもありました。

　過去には、このような電話の後、金融庁職員などを名乗る犯人が来訪し「新しいキャッ

シュカードと取り替える」と言われ、キャッシュカードをだまし取られる被害も多数発生し

ています。

　相手が警察官等を名乗っていても安易にカードを預けたり、暗証番号を教えたりしない

ようにしてください。

交番だより　令和元年８月号

北海道警察官募集中！
「誰かの笑顔を守る。そんな仕事がある。」

▼試験日程
受付期間／7月１日㈪～８月20日㈫
 １次試験（教養試験）
　９月16日（月・祝）
２次試験（面接・体力試験）
　10月中旬～11月上旬

※ 詳細は北海道警察HPへ。
質問などは弟子屈警察署・
北海道警察採用センター
　☎0120‐860‐314まで。

〇 水辺で遊ぶ子どもの近
くから 離れないように
しましょう。
〇 体調不良時や飲酒後の
遊泳は危険！
〇 水上オートバイで遊泳
区域に入らない！
〇 釣りをするときは救命胴衣を着用し、
安全な場所で！

　「利用料金が未納」というメールや、「民事訴訟最終通告書」などというはがきや

封書は届いていませんか？このメールや郵便物は架空請求詐欺です。文面に記載さ

れている電話番号に電話をすると、詐欺の犯人から、コンビニエンスストアなどで

「電子マネー」を買って支払うよう誘導されます。

　「電子マネーを買って支払って」と言われたら詐欺です。

　この言葉を聞いたら、まずはご家族に相談してください。

「電子マネーを買って支払って」は詐欺！

水難防止のために

　大相撲の大嶽親方
ご夫妻と名誉町民の
故納谷幸喜氏（第48代
横綱大鵬）の三女 美絵
子さん、孫の納谷幸之
介さんが６月19日、役
場を表敬訪問され、德

永町長や竹森町商工会長などの関係者、職場体験中の弟子
屈高校２年生の３人、役場職員などが出迎えました。
　納谷幸之介さんは、５月場所で幕下東22枚目６勝１敗の
成績を残し、関取と呼ばれる十両昇進まであとわずかとな
っています。関係者は、大鵬の孫の幸之介さんを祖父の故郷
から応援していくことを計画しています。

未来の横綱を応援しよう

大嶽親方、納谷幸之介さんが役場を表敬訪問
未
来
の
横
綱
を
応
援

６月19日
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　「ミズべリ
ングプロジェ
クト」の「水辺
で乾杯」が７

月６日、摩周大橋で行われました。
　この取り組みでは、水辺に親しみ、水の大切さを考える機
会をつくろうと、国土交通省などが中心となってさまざま
な活動を行っています。水辺で乾杯は、七夕の午後７時７分
に各地で機会を共有しようと行われたもの。
　今回は、商工会青年部主催のビアガーデンと合わせて１
日早く開催。町民の方や観光客のほか、釧路開発建設部や役
場の職員、釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイのメ
ンバーなど約80人が集まり、大きな声で乾杯しました。

水の大切さを考える契機に

水辺で乾杯！摩周大橋でミズベリング弟子屈

　摩周湖環境保全連絡協議会
（会長・德永町長）の令和元年度
総会が６月26日、摩周観光文化
センターで行われました。
　同協議会は、摩周湖の環境保

全を目的とした湖水環境モニタリング調査の実施とエコツ
ーリズムの推進や周辺地域の発展を目指し、昨年設立されま
した。総会では、平成30年度事業を報告し、事業決算を承認。令
和元年度の事業計画では、摩周湖の保全と利活用にかかるル
ールの作成と、周知・啓蒙活動のため、摩周湖とのふれあい方
のルールを掲載するＰＲ映像などを作成。クラウドファンデ
ィングを活用し、協議会に参加する５町（弟子屈・清里・別海・
中標津・標茶）の特産品を返礼品にすることを検討します。

摩周湖の保全と利活用の推進

令和元年度摩周湖環境保全連絡協議会

　弟子屈町人権擁護委
員、釧路地方法務局擁護
課、釧路人権擁護委員協
議会の協力による「人権
の花運動」が７月４日、
認定こども園ましゅう

で行われました。この取組みは花の苗を協力して植えるこ
とを通し、協力や感謝することの大切さを学び、やさしい思
いやりの心を体得させ人権思想を育むために行われたも
の。屋内では、全園児で、人権についての紙芝居を鑑賞。　
　年長のぞう組の30人は屋外に移動し、プランターに町が
用意した150株のペチュニアを植えました。今後は、玄関の
前などに置かれ、園児たちで水やりなどを行います。

７月４日

協力や感謝することの大切さを学ぶ

人権啓発活動「人権の花運動」を実施

あ
い
さ
つ
す
る
德
永
会
長

丁
寧
に
花
を
植
え
る
園
児
た
ち

６月26日

７月６日

水
辺
で
乾
杯
！

　町主催によるデジカ
メ星空診断講座が６月
28日、摩周観光文化セ
ンターで開催されまし
た。この講座は８月に
行われる「星空の街・あ

おぞらの街」全国大会in弟子屈町のプレイベントとして行わ
れたもの。講師にりくべつ宇宙地球科学館（銀河の森天文台）
の中島克仁さんを招き、デジタル一眼レフカメラの設定方
法や夜空の明るさを正確に撮影するコツを学びました。　
　中島さんは「弟子屈の夜空の明るさは、天の川が見えやす
いという21等級以上。この等級は全道でも少ない。すばらし
い弟子屈の空をどんどんPRして欲しい」と話していました。

「星空の街・あおぞらの街」全国大会プレイベント

デジカメ星空診断講座を開催
屋
内
で
の
講
座
を
行
う
中
島
さ
ん

６月28日

　交通安全を呼びかけ
る旗の波啓発活動が７
月11日、摩周観光文化
センター前で行われま
した。この活動は、夏の
交通安全運動に合わせ
て取り組んでいるもの

で、弟子屈町交通安全運動推進協議会と弟子屈交通安全協
会、弟子屈警察署、弟子屈町交通安全指導委員会、町、弟子屈
町女性ドライバークラブの皆さんなど約80人が参加。沿道
に並び交通安全などと書かれた旗を掲げて交通事故防止を
呼びかけたほか、警察署の協力の下、通行車両のドライバー
に地元のお菓子や啓発品の配布を行いましした。

悲惨な事故を防ごう

摩周観光文化センター前で旗の波啓発活動

７月11日

啓
発
品
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

　100㎞歩こうよ♪大
会in摩周・屈斜路2019
（同実行委員会主催・
松山裕一実行委員長）
が、７月６～７日に開
催されました。歩くコ
ースは川湯温泉を出

発し、砂湯・コタンを超えて、道の駅摩周温泉を通過、９◯◯
草原へ行き、さらに摩周湖へ登り、川湯温泉へ戻ってゴール
する全長約85キロ。全国から12歳から73歳までの約170人が
大会出場とサポートスタッフとして参加。弟子屈の景色や、
休憩所での地元の食事などを楽しみながら歩きました。今年
もリアル100キロコースが設定され、25人が完歩しました。

弟子屈の魅力にふれて

100㎞歩こうよ♪大会in摩周・屈斜路2019
自
然
と
食
事
を
満
喫
し
な
が
ら

７月６～７日

　弟子屈小学校（中原英雄
校長）の４年生児童25人が
が７月16日、弟子屈の魅力
を伝える壁新聞の発表を
行いました。
　同校では総合の学習の

時間に摩周湖や硫黄山・屈斜路湖といった町内の魅力あるス
ポットについて学習し、それを伝える壁新聞を作成。児童は実
際に各地に足をのばし、訪れた観光客の方にインタビューする
などして、その地の歴史や魅力について調査。保護者の方もご
覧になる中、それぞれの班が工夫を凝らして発表しました。
　発表会には役場職員２人も招かれ、児童の発表を参観。最
後に児童の学習テーマに沿った講演会も行われました。

弟子屈の魅力再発見！

児童が調べた町の魅力を発表｜弟子屈小
５
つ
の
班
そ
れ
ぞ
れ
が
発
表

７月16日

　社会を明るく
する運動強調月
間の７月８日、
保護司会や更生
保護女性会など
で組織する委員
会（委員長・德永
町長）の皆さん

によるさまざまな啓発活動が行われました。
　Ａコープ弟子屈とフクハラ摩周店前では買い物客にメモ
帳などを手渡し、住みよいまちづくりへの理解と協力を呼
び掛けました。また、町内小・中学校を訪問し、子どもたち
へノートやペンを贈るなどの啓発活動を行いました。

みんなで住みよいまちづくりを

社会を明るくする運動の街頭啓発
町
内
の
ス
ー
パ
ー
で
啓
発

７月８日

　和琴小学校（齋藤超
校長）で７月12・13日
の２日間、夏のふるさ
とを学ぶ、体験学習が
行われました。
　12日には、児童や教
員など10人が屈斜路

湖の和琴半島でカヌーを体験。地元のカヌーガイドの方の
指導で操作を学び、和琴半島沖を周遊しました。日が落ちて
からは、曇り空のため星空学習を屋内で行いました。
　13日には、メジュール牧場で鞍を装着するところから乗
馬を体験。夏のふるさとのさまざまな体験を通し、地域の魅
力をあらためて感じているようでした。

地域の魅力を体感

夏のふるさと体験学習｜和琴小
カ
ヌ
ー
で
ふ
る
さ
と
を
体
験

　水難救助艇運用開
始式が７月16日、弟子
屈消防署で関係者な
ど９人が参加して行
われました。
　運用していたゴム
ボートの経年劣化な

どから、新たなに導入されたもので、東日本大震災の時など
にも運用された同型の10人乗りのゴムボートを導入。寒冷
地での運用も可能で、冬の屈斜路湖などでも使用できます。
　釧路北部消防事務組合長・德永町長は「夏は屈斜路湖での
レジャーなど、水辺での観光客が増加する。緊急時には速や
かに運用したい」と話していました。

災害時の消防活動を強化

水難救助艇運用開始式を開催

７月16日

新
た
に
導
入
さ
れ
た
ゴ
ム
ボ
ー
ト

７月12～13日

　太平洋戦争中の1945（昭
和20）年、北海道援農勤労報
国隊として本町に派遣さ
れた岩手県久慈農林学校
（現・久慈東高校）の生徒をた

たえる「援農の碑」記念式が６月25日、摩周観光文化センター
敷地内にある同碑前で行われました。
　同碑は、生徒たちの功労を忘れず感謝していこうと1989
年６月25日に建立。同碑前での式典は、関係者で組織する
「６・25会」が中心となって毎年６月25日に行っています。先
人たちが愛した「北上夜曲」に思いを込めて、参列者の斉唱
が響きました。今年は関係者12人が出席し、生徒たちの功労
や苦労に思いをはせました。

援農への思いをつなぐ

「援農の碑」記念式を開催

６月25日

感
謝
を
込
め
て
斉
唱
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休

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す

▼ 

日
時
／
９
月
７
日
㈯　

10
時
〜
14
時

▼ 

場
所
／
町
公
民
館

▼ 

内
容
／
あ
そ
び
の
テ
ー
マ
は「
す
き

な
あ
そ
び
を
み
つ
け
て
あ
そ
ぼ

う
！
」で
す
。伝
承
あ
そ
び
・
体
験
あ

そ
び
・
自
然
の
あ
そ
び
・
手
作
り
お

や
つ
な
ど
。北
海
道
教
育
大
釧
路

校
・
北
海
道
学
院
釧
路
専
門
学
校

の
学
生
に
よ
る
コ
ー
ナ
ー
・
歯
ピ

カ
表
彰
式
な
ど
も
行
い
ま
す
。お

楽
し
み
に
！

❑ 
問
い
合
わ
せ
先
／
こ
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会（
役
場
健

康
こ
ど
も
課
こ
ど
も
支
援
係
・
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）☎
４
８
２
‐

２
９
３
５
ま
で
。

保
健
師
を
募
集
し
て
い

ま
す

　

町
で
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日
採

用
予
定
の
保
健
師
１
人
を
募
集
し
ま

す
。応
募
資
格
、
応
募
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.tow
n.teshikaga.

hokkaido.jp/05m
achizukuri/25jinji

/2019-hokenshisaiyou.htm
l

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
総
務
課
職

員
係
☎
４
８
２
‐
２
９
１
２
ま
で
。

海
上
保
安
大
学
校
学
生

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
海
上
保
安
大

学
校
学
生
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
受
検
資
格
／
２
０
１
９
年
４
月
１

日
に
お
い
て
高
等
学
校
ま
た
は
中
等

教
育
学
校
を
卒
業
し
た
翌
日
か
ら
起

算
し
て
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

お
よ
び
２
０
２
０
年
３
月
ま
で
に
高

等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
者
な
ど

▼ 
受
付
期
間
／
８
月
22
日
㈭
〜
９
月

２
日
㈪
ま
で
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
受
付
）

▼ 

第
一
次
試
験
日
時
・
場
所
／
10
月

26
日
㈯
・
27
日
㈰　

釧
路
市
な
ど

▼ 

第
二
次
試
験
日
時
・
場
所
／
12
月

６
日
㈮
・
小
樽
市
な
ど

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
海
上
保
安

部
監
理
部
☎
０
１
５
４

０
１
１

　

８
ま
で
。

職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー
受
講
生
募
集

　

釧
路
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

で
は
、10
月
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

対
象
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の

登
録
を
し
て
い
る
方

▼
定
員
／

　

 

建
設
荷
役
車
運
転
科
・
20
人

　

 

ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科
・
15
人

▼ 

申
込
受
付
期
間
／
８
月
１
日
㈭
〜

30
日
㈮

▼
見
学
会
／
８
月
16
日
㈮
・
23
日
㈮

▼
選
考
日
／
９
月
５
日
㈭

▼ 

訓
練
期
間
／
10
月
１
日
㈫
〜
令
和

２
年
３
月
31
日
㈫

▼ 

費
用
／
２
万
円
程
度（
テ
キ
ス
ト
代
）

❑ 

申
込
先
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
釧
路
☎

０
１
５
４

１
２
０
１
ま
で
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
職
業
能

力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
釧
路
訓
練

セ
ン
タ
ー
☎
０
１
５
４

５
９
３

　

８
ま
で
。

保
健
所
で
心
の
健
康
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す

　

釧
路
保
健
所
で
は
、保
健
師
や
精
神

科
医
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談（
精
神

保
健
福
祉
相
談
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

保
健
師
に
よ
る
相
談（
電
話
・
面
接
）

　

 

／
月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜
17
時

▼ 

精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談（
面
接
）

　

／
８
月
26
日
㈪　

14
時（
要
予
約
）

▼
場
所
／
釧
路
保
健
所

❑
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
保

　

健
所
健
康
支
援
係
☎
０
１
５
４
‐

　


５
８
２
５（
代
表
）ま
で
。

子
ど
も
人
権
１
１
０
番

電
話
相
談
強
化
週
間

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、

子
ど
も
の
発
す
る
信
号
を
い
ち
早
く

キ
ャ
ッ
チ
し
、
そ
の
解
決
に
導
く
た

め
の
電
話
相
談
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」の
強
化
期
間
と
し
て
、相

談
時
間
を
延
長
し
て
対
応
し
ま
す
。

▼ 

相
談
受
付
日
時
／
８
月
29
日
㈭
〜
９

月
４
㈬
ま
で　

８
時
30
分
〜
19
時

（
土
・
日
曜
日
は
10
時
〜
17
時
）ま
で
。

▼ 

電
話
番
号
／
☎
０
１
２
０
‐
０
０
７

‐
１
１
０（
全
国
共
通
）

▼ 

相
談
担
当
者
／
釧
路
人
権
擁
護
委

員
会
所
属
の
人
権
擁
護
委
員
お
よ

び
釧
路
地
方
法
務
局
職
員

苦
情
審
査
委
員
制
度
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

北
海
道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の

内
容
を
審
査
す
る
制
度「
北
海
道
苦
情

８月　アリーナ一般開放日
文化センターガイド

◎＝全面　○＝半面　休＝休館日
（時間帯は18:00～21:00です）

日

日
区　

分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

19 21 22 23 25 26 27 28 29 30

水 日土金 火 水月日土金 木

月土 火 水 金木 火 水 金木月日土 土日
20

月木 木

17 18 24 31

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

16
金

日
１

◎ ◎

◎

♪夏休み特別無料開放のご案内♪
　８月17日㈯９時～17時までセンターを無料で開放
します！アリーナではバドミントン・卓球・ミニテニ
ス・バスケットゴールを設置。その他トレーニング室・
屋外テニスコートも無料です。ご家族やお友だちをお
誘いの上、楽しく遊びましょう！

火
休 休

休 休

○

○ ○

区　

分

７月７日現在の予定ですので、一般開放利用を希望する方は、
文化センターにあらかじめお問い合わせください。

 今月の休館日

　（ １～20､ 26､ 27日）

10時～17時（水・木・金・土・日）

 小・中・高校生／無料

一般／540円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

☎４８３４８３‐２０７２２０７２
８月

開館時間館時間休館日館日

利用料用料

がんばれ水泳教室（25メートル泳げる成人）

　◇日時／21､ 23､ 28､ 30日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　14時～14時45分

※今月は送迎バスはありません

水中運動教室（一般成人）

　◇日時／、　　　　　　　　　　14時～14時45分

※○は送迎バスあり（13時05分　公民館前発）

水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／21、28日　　　　　　　10時30分～11時15分

ナイト水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／23、30日　　　　　　　　　19時～19時45分

幼児・小学生父母教室（幼児・小学生教室参加の保護者）

　◇日時／24、31日　　　　　　　　　10時30分～正午

幼児水泳教室（幼児４～５歳）

　◇日時／24、31日　　　　　　　10時30分～11時10分

小学生水泳教室（町内の小学生）

　◇日時／24、31日　　　　　　　　　11時15分～正午

フリー教室（町内在住の方）

　◇日時／ 22、23､ 24､ 25、30、31日

木・金曜日　10時～正午

土・日曜日　13時～15時

選手コース（摩周スイミングスクール所属）

　◇日時／21、22、23、24、25、28、29、30、31日　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15時～17時

※ 上記はあくまでも各
教室のお知らせです。
一般の方も、ぜひ、お
気軽にプールをご利
用ください。

審
査
委
員
制
度
」を
知
っ
て
い
ま
す

か
。皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
係
わ
る
苦

情
で
あ
れ
ば
「
苦
情
審
査
委
員
」
に
申

し
立
て
が
で
き
ま
す
。皆
さ
ん
に
代
わ

っ
て
「
苦
情
審
査
委
員
」
が
公
正
で
中

立
的
な
立
場
か
ら
、北
海
道
の
関
係
機

関
に
対
し
必
要
な
調
査
な
ど
を
行
い

ま
す
。業
務
に
不
備
な
点
や
制
度
に
問

題
が
あ
る
時
は
、北
海
道
の
機
関
に
是

正
や
改
善
を
求
め
ま
す
。苦
情
申
立
に

つ
い
て
は
、問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
総
合
政

策
部
知
事
室
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
５
２
３
、


０
１
１‐２
４
１‐８
１
８
１
ま
で
。

文化センター無料開放

今月の主な行事予定
第31回星空の街・あおぞらの街全国大会
根釧地区バドミントン協会　合同練習

17日
北海道女性大会　準備30･31日

３・４日
10日
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満点カードでお買いものセール満点カードでお買いものセール
満点カードでお買いものをするだけで

商品券が当たるチャンス！

▼期間／８月１日㈭～８月31日㈯　

▼実施内容／上記期間中「満点カード」１枚（500円)
でお買い物をしていただいた方の中から抽選で賞品を
進呈します。「満点カード」の裏面に必ず【お名前】
【ご住所】【TEL】を記入してください。
当選された方には、はがきで当選をお知らせします。

※内容について変更する場合がありますので、詳しくは新聞折り
　込みチラシなどでご確認ください。

2019'8月のイベント案内

 摩周湖スタンプ会 摩周湖スタンプ会 摩周湖スタンプ会 ☎４８２‐５７７０
弟子屈町商工会館内

 　◎賞品◎

  　　☆１等   　　☆１等　　　　　10,00010,000円分の商品券　円分の商品券　1010本
  　　☆２等　   　　☆２等　     5,000     5,000円分の商品券　円分の商品券　2020本
　　☆３等　　　　☆３等　     3,000     3,000円分の商品券　円分の商品券　3030本
　　☆４等　      　　　☆４等　       1,0001,000円分の商品券円分の商品券 100100本

協同組合協同組合 お問い合わせはご遠慮なく

★手元にある満点カードを使っちゃおう★

出張年金相談所を開設します！
★主催／釧路年金事務所
★日時／９月６日㈮　 10時30分～14時
　　　　　　　　　　（受け付けは13時30分まで）
★場所／町公民館
★予約受付け／９月５日㈭まで（完全予約制）
❑予約・問い合わせ先
　釧路年金事務所☎０１５４６０００（お客さま相談室）
　※ 年金相談の予約をするためには、基礎年金番号をご確認の上、釧

路年金事務所へご連絡ください。後日、予約確認・添付書類など
について、ご連絡します。

世
代
間
交
流
「
盆
踊
り

大
会
」を
開
催

　

文
化
伝
承
と
も
言
え
る「
盆
踊
り
」

を
通
じ
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
子
ど
も

た
ち
を
中
心
に
し
た
世
代
間
交
流
を

行
い
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
８
月
14
日
㈬　

13
時
〜

▼ 

開
催
場
所
／
町
社
会
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー

▼ 
対
象
／
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会

員
・
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
員
・
町

内
幼
児
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん

▼
主
催
／
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

▼ 

協
力
／
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
世
代
間
交
流

盆
踊
り
大
会
実
行
委
員
会
事
務

局
（
弟
子
屈
町
社
会
福
祉
協
議

会
）☎
４
８
２
‐
１
０
５
４
ま
で
。

弟
子
屈
町
赤
十
字
奉
仕

団
研
修
会
を
開
催

　

災
害
に
役
立
つ
日
本
赤
十
字
奉
仕

団
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。今
回

は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

の
講
話
と
、
停
電
の
時
に
も
料
理
が

で
き
る
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
で
料
理
を

作
り
ま
す
。ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▼ 

日
時
／
８
月
23
日
㈮   

10
時
〜
13
時

▼ 

場
所
／
町
社
会
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー　

２
階
和
室
・
調
理
室 

▼ 

内
容
／

【
講
話
】
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て

【
調
理
】
鍋
で
ご
飯
を
炊
い
て
み
よ
う


ポ
リ
袋
で
作
る
料
理（
２
〜
３
品
）

▼
対
象
／
町
民
の
方
・
20
人

▼ 

申
込
み
締
切
り
日
／
８
月
19
日
㈪

❑ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
弟

子
屈
町
赤
十
字
奉
仕
団
事
務
局

（
弟
子
屈
社
会
福
祉
協
議
会
）
☎

４
８
２
‐
１
０
５
４
、
ま
た
は
弟

子
屈
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
☎
４
８
２
‐
２
８
５
８
ま
で
。

仁
多
獅
子
舞
会
員
募

集
し
て
い
ま
す

　

仁
多
獅
子
舞
保
存
会
（
狩
野
秀
喜

会
長
）で
は
、会
員
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。現
在
は
、昔
の
音
の
復
元
も
完

了
し
て
お
り
、
そ
れ
を
基
に
踊
り
の

練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
一
度
見
学
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

活
動
内
容
／
弟
子
屈
神
社
奉
納
に

向
け
て
踊
り
と
横
笛
お
よ
び
太
鼓

の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
会
費
／
年
額
２
千
円　

※ 

踊
り
等
の
参
加
が
難
し
い
方
で
も

賛
助
会
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た

だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼ 

活
動
日
／
日
程
等
の
確
認
は
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
狩
野
宅
☎

４
８
２
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家族でおでかけ「北海道レールエールキャンペーン 2019｣開催

問い合わせ先／北海道鉄道活性化協議会事務局
（北海道総合政策部交通政策局交通企画課）☎０１１‐２３１‐４１１１（内線２３－８４５）

　北海道鉄道活性化協議会（会長：北海道
知事）では、７月15日㈪～10月14日㈪の間、
北海道の鉄道に乗って、遊んで、楽しんで
応援する「北海道レールエールキャンペー
ン2019」を実施いたします。
　キャンペーンではご家族で鉄道を楽し
めるよう、さまざまな事業を展開しており
ますので、皆さんぜひご参加ください！
【キャンペーンの内容】
① JRクーポン付きガイドブック（500円）の
発売
②フォトコンテストの実施
　詳しくは下記公式HPをご覧ください。
　URL： https://www.hokkaido-rail-k.jp/

railyell-cam

入居者を募集します町 宅住営

公募対象住宅一覧表
月額住宅料建設年度 規　模 戸 数 備　考団　地　名　・　構　造

25,300～37,700円Ｈ６ ３ＬＤＫ １ 79.1㎡（２階）泉団地（耐火中層・３階建）

　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応じて
決定します。
▶受付期間／８月１日㈭～８月９日㈮　▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／９月中旬～下旬の予定
▶入居敷金／住宅料（月額）の３倍の額
※ 町税や水道料金などに滞納のある方は申し込みできません。入居要件・基準など、詳しくはお問い合わせください。
※ 入居しようとする方、同居しようとする親族などが暴力団員である場合は、入居が認められません。
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。

26,300～39,200円Ｈ９ ３ＬＤＫ １ 79.1㎡（３階）泉団地（耐火中層・３階建）

注１　場合によっては募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承願います。
注２　各部屋の照明や給湯器、暖房器具などは、入居される方が必要に応じて用意することになりますので、あらかじめご了承願います。

泉ヶ丘団地（木造・平屋） Ｈ26 ２ＬＤＫ 22,700～33,800円 １ 68.3㎡（４軒長屋）

月額共益費
250円
240円
110円

15,200～22,700円Ｓ53 ３ＤＫ １ 59.9㎡（３階）みはらし台団地（耐火中層・４階建） 520円
みはらし台団地（耐火中層・４階建） Ｓ54 ３ＤＫ 16,100～23,900円 １ 62.1㎡（２階）180円

24,200～36,000円Ｈ９ ３ＬＤＫ １ 79.5㎡（２軒長屋）美留和団地（準耐火平屋） -
緑団地（簡易耐火平屋） Ｓ54 ３ＤＫ 10,900～16,300円 １ 59.1㎡（４軒長屋）-
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で公開中
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日 月 火 水 木 金 土

１２３

４５６７８９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31
■問い合わせ先／健健康こども課☎482-2935  町環境生活課☎482-2934  税税務課☎482-2914  開おひさま保育園☎482-2444  子子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

振替休日山の日

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:30）16:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

  ……記号の見方…………記号の見方……
健健
  康康 ～健診や子育て相～健診や子育て相
　　 談など　　 談など

町町 民 民 ～行政相談、人権～行政相談、人権
　　 相談　　 相談
開開 放 放 ～保育園開放など～保育園開放など
子子 育 育 ～子育て支援セン～子育て支援セン
　　 ター開放など　　 ター開放など
税税務務 ～税の納期など～税の納期など
催催 し し ～イベント､その他～イベント､その他

開開 放 放 こども園・保育園こども園・保育園
　開放「遊んＤａｙ」　開放「遊んＤａｙ」
　（子ども園ましゅう　（子ども園ましゅう
　／ 川 湯 保 育 園・　／ 川 湯 保 育 園・
  9:00～）  9:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ移動ひなたぼっこ移動
　開放「０～３歳｣（川　開放「０～３歳｣（川
　湯ふるさと館・9:30　湯ふるさと館・9:30
　～11:30）　～11:30）
子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣（子　 「午前０～３歳｣（子
育て支援センター・育て支援センター・
14:00～16:30）14:00～16:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:30）16:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前１～３歳｣　 「午前１～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30）　／14:00～16:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前１～３歳｣　 「午前１～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30）　／14:00～16:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前１～３歳｣　 「午前１～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)
催催 し し 川湯神社例大祭川湯神社例大祭

【29日まで】【29日まで】

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30）　／14:00～16:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前１～３歳｣　 「午前１～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30）　／14:00～16:30）
健健
  康康 ９・10カ月児相談９・10カ月児相談
　（福祉センター・　（福祉センター・
　10:00～）　10:00～）

開開 放 放 こども園・保育園こども園・保育園
　開放「遊んＤａｙ」　開放「遊んＤａｙ」
　（子ども園ましゅう　（子ども園ましゅう
　／ 川 湯 保 育 園・　／ 川 湯 保 育 園・
  9:00～）  9:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ移動ひなたぼっこ移動
　開放「０～３歳｣（川　開放「０～３歳｣（川
　湯ふるさと館・9:30　湯ふるさと館・9:30
　～11:30）　～11:30）
子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣（子　 「午前０～３歳｣（子
育て支援センター・育て支援センター・
14:00～16:30）14:00～16:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30）　／14:00～16:30）

開開 放 放 こども園・保育園こども園・保育園
　開放「遊んＤａｙ」　開放「遊んＤａｙ」
　（子ども園ましゅう　（子ども園ましゅう
　／川湯保育園・　／川湯保育園・
  9:00～）  9:00～）
健健
  康康 乳児・３歳児健診乳児・３歳児健診
　（福祉センター・　（福祉センター・
   9:00～）   9:00～）
健健
  康康  フッ素塗布（福祉セ フッ素塗布（福祉セ
ンター・9:30～9：50)ンター・9:30～9：50)

健健
  康康 乳・子宮がん検診乳・子宮がん検診
　（福祉センター　（福祉センター
　・8:15～11:00　・8:15～11:00
　／12:30～14:00）　／12:30～14:00）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳｣　 「午前０～１歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30）　／14:00～16:30）
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00）　場・10:00～16:00）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:30）16:30）
町町 民 民 行政相談（公民館行政相談（公民館
　・13:00～15:00）　・13:00～15:00）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳｣　 「午前０～１歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30)　ター・9:30～11:30)
　午後開放なし　午後開放なし
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00）　場・10:00～16:00）
催催 し し 弟子屈神社例大祭弟子屈神社例大祭

【21日まで】【21日まで】

子子 育 育 親子遊び「水郷公親子遊び「水郷公
　 園で遊ぼう」　 園で遊ぼう」
    （10:00～11:30)    （10:00～11:30)
【要事前申し込み】【要事前申し込み】
午後開放なし午後開放なし

開開 放 放 こども園・保育園こども園・保育園
　開放「遊んＤａｙ」　開放「遊んＤａｙ」
　（子ども園ましゅう　（子ども園ましゅう
　／川湯保育園・　／川湯保育園・
  9:00～）  9:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午 前０～３歳｣　 「午 前０～３歳｣
（子育て支援セン（子育て支援セン
ター・9:30～11:30ター・9:30～11:30
／14:00～16:30）／14:00～16:30）

税税 務 務 夜間納税窓口開設夜間納税窓口開設
　（役場／20:00まで）　（役場／20:00まで）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

子子 育 育 親子遊び「水郷公親子遊び「水郷公
　 園で遊ぼう」　 園で遊ぼう」
    （10:00～11:30)    （10:00～11:30)
【要事前申し込み】【要事前申し込み】
午後開放なし午後開放なし

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30）　／14:00～16:30）

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)

催催 し し きっちん「みちくきっちん「みちく
　さ」（待合室みちく　さ」（待合室みちく
　さ・10:00～)　さ・10:00～)
催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)
催催 し し 第13回JA摩周湖第13回JA摩周湖
　農業祭・鹿児島黒　農業祭・鹿児島黒
  豚 ＆ 茶 美 豚 祭  豚 ＆ 茶 美 豚 祭
　2019in弟子屈（JA　2019in弟子屈（JA
　摩周湖Aコープ　摩周湖Aコープ
　てしかが店前特　てしかが店前特
　設会場10：00　 設会場10：00～～
  21：00）  21：00）

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳｣　 「午前０～１歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30）　／14:00～16:30）
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00）　場・10:00～16:00）

　本格的な夏を迎え、海や川などの水辺で遊ぶ機会が多くなると思います。それに伴って毎年多くの方が水の事故に
遭っています。大切なのは事故に遭わない、起こさない。いざという時、大切な命を守るためにも以下のことをしっか
りと守り楽しい夏を過ごしましょう！！

１．水辺を訪れる時は泳ぐ予定がなくても、必ずライフジャケットを身に付ける。

２． 子どもが水遊びをする場合は、必ず大人がそばに付き添い、子供から目

を離さない。

３．保護者が先に危険個所を確認し、安全な場所で子どもを遊ばせる。

４．掲示板や標識で危険が示された場所では水に入らない。

５．いざという時、すぐに使える救難用具を用意しておく。

６．自分の体の調子を考慮して、無理や油断、過信をしない。

７． できるだけ一人で泳がない。

８． 気象状況を常に確認し、天候が悪化した時は水辺に近寄らない、入らな

い。

夏本番！水の事故にご用心！

夜間納税窓口の開設
　日中、仕事などで役場に来られない方々のた
めに、次の日程で『夜間納税窓口』を開設します。
　ぜひ、ご利用ください。
▶開設日／８月28日㈬
▶開設時間／午後８時まで
▶開設場所／役場庁舎
　　　　　　※今月は川湯支所には開設しません。

た
す。

ん。

　今月の町税などの納期限は次のとおりです。
　納め忘れのないようにしましょう。
▶町・道民税２期　　 　 　        ９月２日㈪
▶国民健康保険税３期    　　     ９月２日㈪
▶後期高齢者医療保険料３期      ９月２日㈪
▶介護保険料２期　  　　　　　 ９月２日㈪

８月の税などの納期限


